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 2019年度文部科学省委託事業「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 
 先端技術調査報告書 

 
 

調査概要 
 

目的 

今後 実用化される AI システムに必要となる技術を明らかににし、 教育プログラムに 
反映する。 変化の激しい技術領域であるため、情報を常に収集する必要がある。 
 
調査項目 

AI システム開発の現状と展望、および必要技術と人材像等 
 
調査対象 

AI 業界は急激な日進月歩を遂げている。AI の活用は今後ますます多方面にわたり、かつ

さまざまな活用法が考えられることから、立ち位置や視点の異なる以下の有識者の見識、

見解をヒアリングした。 
 
・AI 活用について高い見識をもつデータサイエンス学部の大学准教授 
・AI を活用し知名度の高いニュースサイトを運営する企業のフェロー 
・グローバルな見識をもち企業に AI を活用したソリューションを提供する企業の代表者 
・長年、中小企業の IT 化を支援し、日本の中小企業の現状に詳しい企業の代表者 
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᭷㆑⪅ࢢࣥࣜࣄ㸸 

中す ᓫᩥẶ 㸦Ṋⶶ㔝大学データサイエンス学部 准教授㸧 
 
ᡤᒓ㸸 

Ṋⶶ㔝大学 データサイエンス学部 データサイエンス学⛉ 
 
 㸸࣮ࣝࣇࣟࣉ

Ṋⶶ㔝大学 データサイエンス学部 データサイエンス学⛉長。准教授。ᅜ㝿大学グローバ

ル・࣑ࢥュニࢣーション・ࢭンター௵◊✲ဨ。デࢪタルࣁリࢻࢵ࢘大学大学㝔ᐈဨ教授。

19�� 年、୕ 㔜┴ఀໃᕷ⏕まれ。200� 年 � 月、⟃Ἴ大学大学㝔システム情報ᕤ学◊✲⛉にて

༤ኈ㸦ᕤ学㸧の学位ྲྀᚓ。情報㏻ಙ◊✲ᶵᵓにてࢡࢪࢵࣞࢼラスタシステムの◊✲開発、大

つᶍデータศᯒ・ྍ視化ᡭ法に㛵する◊✲開発等にᚑ。201� 年 � 月よりᅜ㝿大学グロー

バル・࣑ࢥュニࢣーション・ࢭンター௵◊✲ဨ、2019 年 � 月より現⫋。ᑓ㛛は、データ

ンࢥアース、ឤᛶ情報ฎ⌮、࣓デ࣋グデータศᯒシステム、⤫ྜデータࢵࣅ、イニング࣐

テンࢶศᯒな。ⴭ᭩にࠗス࣐ートデータ・イ࣋ࣀーション 㸦࠘⩧Ὃ♫㸧、ࠗ シンࢠュラリテ

�ないࡃはᛧちࡗࡻとⴠちついて人ᕤ知⬟について考えよ࠺ 㸦࠘ⲡᛮ♫㸧、ࠗ ࡄ✌ AI 小さな

♫でも今すࡄጞめられるࠕ人ᕤ知⬟ࠖᑟධの実㊶ステࢵプ 㸦࠘ᮅ日᪂⪺ฟ∧㸧がある。 
 
� 200� 年㸦ᖹᡂ 1� 年㸧� 月� ⟃Ἴ大学大学㝔システム情報ᕤ学◊✲⛉にてಟኈ㸦ᕤ学㸧 

学位ྲྀᚓ 
� 200� 年㸦ᖹᡂ 1� 年㸧� 月� ྠ◊✲⛉にて༤ኈ㸦ᕤ学㸧学位ྲྀᚓ 
� 200� 年㸦ᖹᡂ 1� 年㸧� 月� 情報㏻ಙ◊✲ᶵᵓ ◊✲ဨ 
� 201� 年㸦ᖹᡂ 2� 年㸧� 月� ᅜ㝿大学 */2&20 准教授・௵◊✲ဨ 
� 201� 年㸦ᖹᡂ �0 年㸧� 月� Ṋⶶ㔝大学 准教授 
� 情報ฎ⌮学� 㟁Ꮚ情報㏻ಙ学、日本データ࣋ース学、情報㏻ಙ学ྛဨ 
 
◊✲⯆ 
データ࣐イニング、データศᯒシステム、⤫ྜデータ࣋ース、ឤᛶ情報ฎ⌮、࣓デアࢥン

テンࢶศᯒ。㏆年は、ࢵࣅグデータศᯒᡭ法を㏻したデータศᯒᕤ学ศ㔝のฟに⯆をᣢ

つ。 
 
 ᪥㸸ࢢࣥࣜࣄ

2020 年 1 月 1� 日 
 
 
 

 ෆᐜ㸸ࢢࣥࣜࣄ

ࡶࡑࡶࡑ AI 㸽ࡣ

AIࠕ とは とࠖい࠺ᐃ⩏について、実は AI のᑓ㛛ᐙでさえも、AI のᐃ⩏はࡤらࡤらである。

ᅜ㝿 */2&20 がグーグルのサ࣏ートをࡅ࠺て᥎進する◊✲プロࢪェࢡトࠕイ࣋ࣀーショ

ン・ニ࣏ࢵンࠖによると、AI は、ࠕ人㛫のᛮ考プロࢭスをࣔデル化したฎ⌮をྵࡴ技術の⥲

⛠ࠖとしている。ఱでもかࢇでもでࡁる⬟な AI は実現されていない。今、㈍ண や㢦

のㄆ識な㝈ᐃⓗなᶵ⬟が実現されている。人㛫でも᮶ᐈண なはでࡁるが、ࡑれは㐣ཤ

の⤒㦂と຺にもと࡙いてண をしている。AI はデータからண する。࠺い࠺データをධ

れるかとい࠺ことは人㛫がᐃめないといࡅないが、AI はධれたデータから㛵ಀᛶをᑟࡔࡁ

し、ഴྥを学⩦してண ⢭度をあげている。人㛫と AI をẚると、Ỵᐃⓗな㐪いはデータ

の㔞である。人㛫ࡔとグ᠈ຊの㝈界があるが、AI とࡔ 1�000 でも 10�000 でも⭾大なデータ

から⢭度のよいண がでࡁる。 
 
AI の活用⠊ᅖはࢇࢇᗈがࡗていࡗて、ࡑの実現もࣁーࢻルがࢇࢇ下がࡗてࡃる。

これまではプログラムを᭩いて実現してࡁたものが、これからますますプログラムを᭩か

なࡃてもよࡃなࡗてࡃるとணされる。ࢇࡑな中で㔜要なのはアイデア。こに AI を࠺

か、こを業⦼ᨵ㠉やຠ⋡化するかとい࠺ことが㔜要となる。ࡑれは大ᡭ企業ࡅࡔでなࡃ、

中小企業でもྠࡌことで、ࡑのアイデアを࠺とい࠺ことが㔜要となる。技術を⡆༢にえ

るよ࠺になࡗてࡁたとい࠺点では、中小企業にとࡗては大ࡁなࣕࢳンスになࡗてࡁている。

ୖをアࢵプさࡏたいとか、ࡑのものをりたいとい࠺ᛮいを実現するためのᡭẁとして

の AI となࡗてࡁた。これから小学ᰯでのプログラ࣑ングもጞまる。AI をసる人もቑえ、活

用する人や企業もቑえてࡃる。 
 
AI ᴗ⏺࡛ά㌍ࡿࡍேᮦ 

AI 業界で活㌍する人材は、これからますます⤯ᑐに必要となࡗてࡃる。今まではア࢝デ࣑

にࢡࢵ AI が発展していࡃフェーࢬであࡗたが、୍年の後༙から年にかࡅて実フェー

 。るࡃことが⤯ᑐにでて࠺のための人が㊊りないといࡑ、てࡁてࡗになࢬ
ᑓ㛛ᐙの中には、も࠺㊊されているとゝࡗている人もいるが、⚾はまࡔまࡔこれからࡔと

考えている。≉に中小企業ではࡔ࠺ࡑとᛮ࠺ࡑ。࠺い࠺人材が必要となࡗているので、たと

えࡤᑓ㛛学ᰯが、ᡭをືかࡏる人を育てているのではあれࡤ、ますます AI ศ㔝で活㌍でࡁ

る。 
 
IT のୡ界ࡔと、*A)A のよ࠺な技術の中ᯡにおࡅる◊✲者は大学㝔༞なの୍つかࡳの人

がࡑの⫋についた。AI のୡ界でもᇶ本ྠᵝであり、さらにḢ⡿が中ᚰとなࡗているが、ま

 。࠺ࢁーンは活用するഃであࢰリューム࣎ࡔるୡ界である。たࡏ㯪明ᮇなので、ㄡでも┠ᣦࡔ
しかし、活用するഃにおいて、これから⇿発ⓗに活用⠊ᅖがᗈがࡗていࡃこともあり、ࡑの
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活用には高い技術ຊよりも、アイデアがඃඛされ、ࢶールもᏳ౯で用ྍ⬟なことから、活

用ഃの中ᯡに㣗い㎸ࢇで⾜ࡁやすࡃなࡗている。たとえࡤ年収に㛵しても、IT の下ㄳࡅⓗ

なではᩘ 100 がࡏいࡐいࡗࡔたのが、AI のୡ界では、学Ṕに㛵ಀな1�000、ࡃ㹼��000
とࡗている人もあらわれているክのあるୡ界になࡗてࡁている。 
 
これから大なのは、AI を࠺࠺かとい࠺ことで、࣏イントは、᭱᪂のアルࢦリࢬムは

に࠺ㄡでもえるよ、ࡤ技術さえあれ࠺れらをࡑ、ープンソースで提供されているので࢜

なࡗている。ࡑれをこに࠺のか、い方のアイデアをᗈげられる人は、1�000㹼2�000 

✌げる人になࡗていࡅる。 
も୍࠺つは、これから㊊していると考える⌮⏤は、IT のよ࠺に⣡ရしたら⤊わりで、あ

とは運用ࡅࡔでなࡃ、AI のソリューションは、サーࣅスインしたあとも、データを学⩦し

。ならないࡤれࡅていかなࡅ⥆ことを࠺い࠺ࡑ、ないࡅラ࣓ータ調ᩚをしないといࣃ、てࡅ⥆

 。㊊しているࡔまࡔこに人がまࡑ
 
6I では、ᑟධまでが大ࡁなで、あとは࣓ンテࢼンスࡃらいࡗࡔたが、AI は、ᑟධして

からが㔜要なであり、㈇であࡗたりする。ࢇࢇ集まるデータを࠺ศᯒし活用し

ていࡃかは、現ሙのࢿࢪࣅスとあわࡏて進化していࡃ。 
もともとあࡗたデータをࡗていࡅࡔࡃならᑟධして⤊わりࡔが、多ࡃは、システムがでࡁ

て、まࡎはデータを集められるよ࠺にし、ࡑしてデータが集まࡗてࡁたら AI でまわしてい

今までは開発と運用がศかれて。ࡃていࡗからが㈇になࢁとなると、スタートしたとこࡃ

いたのが、これからはྠ୪⾜で、⥆いていࡃことになるので、やはり人が必要となる。 
 
⮬ศ࡛⪃࠺࠸ࡿ࠼ᩍ⫱య⣔ 

活用のアイデアが㇏ᐩな人であるとともに、ᇶ♏技術を知ࡗていてࡑの技術の活用法を知

るのではとࡁの୧方が㘫えることがでࡑᑓ㛛学ᰯでは࠺ࡻる。ちࡁ活用でࡑていてこࡗ

ᛮ࠺。アルࢦリࢬムなの技術を῝ࡃ知ࡗている人も必要であるが、今は、3\WKRQ とか

THQVRUIORZ なえるࢶールがࡗࢁࡑているので、ᡭをືかすとい࠺ことが㔜要となࡗて

ࡁなことがでࢇたらこࡳてࡗや࠺て、ᡭにධるデータをこࡳてࡗールをࢶれらのࡑ。るࡃ

るとい࠺よ࠺な、⮬⏤にやらࡏてࡳることが大である。 
 
Ṋⶶ㔝大学のデータサイエンス学部でも、ࡑのよ࠺なྲྀり⤌ࡳをしている。ඛ⏕が教えるの

ではなࡃ、᭱ ึに₍↛としたㄢ㢟とえるࡅࡔで、あとはグループ࣡ーࢡで、学⏕⮬㌟が、

データを࠺集めてࡁて、࠺ศᯒしたら⤖ᯝがでるのかを考え、᭱ 後にプࣞࢮンして㆟ㄽ

するとい࠺学⩦య⣔をᶍ⣴している。今までは教えたテࣀࢡロࢪーやテࢡニࢡࢵを♫に

もࡗていࡃとい࠺ᙧであࡗたが、これからは、⮬ศで考えるとい࠺教育య⣔が、これからの

AI 代には㔜要となࡗてࡃると考えている。 

学⏕の方がඛ⏕の知識やス࢟ルを㉺えないといࡅな࠺ࡑ、ࡃでないと♫で㏻用しない。 
学ᰯの授業ࡅࡔでなࡃ、⮬Ꮿでもࢶールをࡗたりデータを集めたりすることのいࢁいࢁ

でࡁる代なので、ᐷてもぬめても⯆をもࡗてྲྀり⤌ࡴよ࠺な学⏕が企業にồめられて

いる。学⏕のㄢ㢟のえ方ḟ➨で、ඛ⏕がᛮいもよらないことを学⏕たちがやるよ࠺なに

なる、ࢇࡑな教育をやࡗていかないと、♫で㏻用しない。 
 
発ຊを㘫えることが大で、ス࢟ルを☻ࡃことも㔜要ࡔが、ス࢟ルを活用していࡃこと

が大で、ࡑのためには⮬ศの発と⤖びつࡅることを活かしていࡃことがồめられる。ࡑ

のあたりが、ୡ界ⓗに AI がࣈームになࡗているが、日本がࡑれにのれるか࠺かの㈇に

なࡗている。発は日本人もᚓពとするとこࢁであるとᛮ࠺が、アイデアを実現したり、ࣅ

スの現ሙがูになࢿࢪࣅニアとࢪエン。࠺にᛮ࠺が下ᡭなよࢁとこࡃスにつなげていࢿࢪ

 。ているがၥ㢟かもしれない。ᑓ㛛ᛶの高さはよいが、యが見える人がồめられているࡗ
 
AI  ࣮ࣕࢳࣝ࢝࠺㐪ࡣᖖ㆑ࡢ࡛ࡲࡣ⏺ୡࡢ

も୍࠺つ㔜要なこととして、⮬ศのス࢟ルで AI のシステムでソリューションసࡗて、ࡑれ

をࢿࢪࣅスにもࡗていࡃとࡁ、᪂しい࢝ルࣕࢳーをసࡗていࡃࡃらいのẼ概で立ちୖげて

いかないと進まない。AI は、今までの常識とは㐪࢝࠺ルࣕࢳーでソリューションをసࡗて

いࡃものなので、࠺ま࣑ࢥࡃュニࢣーションしながら進めていࡃ⬟ຊも必要である。 
 
実ドされない௬ㄝもたࡃさࢇあり、ኻᩋで⤊わることも多ᩘある。しかしࡑれがḟの⣊と

なることもあり、ᡂຌが☜実なෆᐜࡤかりồめていたのでは発がᗈがらない。ኻᩋから᪂

しい発がᾋかࡪこともある。トライ㸤エラーを⧞り㏉しながらやࡗていࡃことが大な

ので、ࡑれをㄆめる⎔ቃも大である。アࣕࢪイルのよ࠺な開発ᡭ法は AI 代にྜࡗてい

るよ࠺にᛮ࠺。ኻᩋしならやࡗていࡃことが大である。ఱのためにやࡗているのか、ఱに

ྥかࡗてやࡗているのかの┠ⓗព識があれࡤ、⤖ᯝにつながࡗたり、つなげたりすることが

でࡁ、やࡗていることにすてពをᣢたࡏられる。 
 
AI  ࡢࡿࡍ⏝㐺࡚ࡋ対ఱࢆ

AI かと࠺ールをࢶれらのࡑールを活用しいこなす㝿に㛵してもྠᵝで、ఱにᑐしてࢶ

い࠺┠ⓗが明☜になࡗていないといࡅない。いࡃら⣲ᬕらしい㐨ලが用ពされていても、解

Ỵすࡁイシュー㸦ㄢ㢟㸧が明☜になࡗていないとຠᯝはなࡑ、ࡃれは人㛫がពᕤኵして

考えないといࡅないことであり、ຊの発しこࢁでもある。AI をఱにᑐして㐺用するの

かを࠺ᐃめるかによࡗて、AI のⰋさを活かࡏるか࠺かがỴまるともゝえる。AI を㐺用

ྍ⬟なイシューをᑟࡃ☻、ࡁためのプロࢭスは大まかにࠕ表ฟ化、要௳化、データ化、ᣦᶆ

化 のࠖ㸲ステࢵプにศࡅることがでࡁる。᭱ ึの表ฟ化のステࢵプで、ၥ㢟点ࡔとᛮわれる

ことにᑐして、でࡁる㝈りᬯ㯲知からᙧᘧ知に変えることでイシューのタᐃでࡁる。 
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ၥ㢟点はさまざまで、日常の業ົの中で、ⱞᡭであࡗたり、ムࡔࢲとᛮえたり、㞴しࡃᛮえ

ることであࡗたり、࠺まࡃでࡁていないとᛮえることなをࢡࢵࣆアࢵプして、ࡑれらの᰿

本ⓗなၥ㢟はఱなのか、ࡑれらをでࡁるࡅࡔලయⓗにゝⴥでグ㏙することも大である。ࡑ

れらがでࡁていてこࡑ、AI 技術がえるか࠺かのุ᩿もでࡁることになる。ࡑして、AI
による⮬ື化によࡗて、大ࡃࡁ⏕⏘ᛶ、ຠ⋡ᛶ、౽ᛶがྥୖし࠺ࡑなとこࢁにࣆン࣏イン

トで AI をᑟධすれࡤよい。このよ࠺なことに㛵しても、教えたりᑟࡅたりする人やඛ⏕を

సることも大になࡗてࡃるとᛮ࠺。 
 
ゝㄒ࣮ࣝࢶࡶ࡛ࡲࡃ࠶ࡣ 

ゝㄒに㛵しては、3\WKRQ を知ࡗていれࡤよいとい࠺ものではない。 
すࡃࡈ⡆༢に᭩ࡅて、やࡗてࡳて考えるとい࠺トライ㸤エラーがしやすいゝㄒであるので

ὶ⾜ࡗていて、まࡎはアイデアをᙧにするとい࠺ẁ㝵ではよい。しかし、ၟရ化する㝿、࣓

ࣔリ⟶⌮やスࣆーࢻを考えるẁ㝵では &��に᭩ࡁ┤した方がよいとい࠺ことになる。ゝㄒ

はあࡃまでもࢶールࡔから、ゝ ㄒの考え方さえ⌮解していれࡤ、᪂しいゝㄒがฟてࡁても⛣

⾜がしやすࡃなる。 
 
AI ᑟධࡣࣝࢻ࣮ࣁࡢୗࡿ࠸࡚ࡗࡀ 

AI の活用は、小さなつᶍの♫でも⡆༢にでࡁる。今はこの♫も人ᡭ㊊である。≉

に中小企業は、人の㈇ᢸを㍍ࡃしながら、業⦼をあげていかなࡅれࡤならない状ἣにある。 
中小企業に㛵してゝ࠺と、ㄞࡳ㎸まࡏるデータが㌟㏆にたࡃさࢇある。ࡑれらは、中小企業

にはຓࡅ⯪になる。今、᪂しい AI の技術がᑟධしやすࡃなࡗている。AI をᑟධするには、

知識、技術、お㔠が大ࡃࡁ必要なのではとᛮわれがちࡔが、今この㸱つのࣁーࢻルが下がࡗ

てࡁている。 
 
㎰業ศ㔝において、ある࢟ュ࢘リ᱂ᇵ㎰ᐙが⊂ຊで、࢟ュ࢘リをヂするシステムを開発し

た。長さ、ኴさ、ᙧ、ࢬ࢟やⰍつやな、ၟရとしてฟⲴでࡁるか࠺かの㑅ูに大ࡁな㈇

ᢸがかかࡗていたが、࢟ュ࢘リの状ែを⏬像データとしてྲྀᚓし、⏬像からྛ等⣭にりศ

≀సࡃ㊊のい‶ࡃ本᮶の㎰ᐙのであるより⨾し、ࡁຠ⋡化でࡃࡁることにより大ࡅ

をసることにὀຊすることがྍ⬟となࡗた。ࡑれらのシステム開発にかかࡗた㈝用はわࡎ

か㸰であࡗた。 
 
⁺業ศ㔝において、㨶の㣴Ṫにおࡅるエサのえ方について、㨶をほᐹすることで、エサの

㔞とタイ࣑ングを⮬ືでุ᩿し実することによࡗて、⤒㈝の大༙を༨めていたエサ代の

ムࢲがなࡃなり、かつ㣗ṧしがῶることでᾏをởすことを㜵ࡄことがでࡁた。これらはあ

る高等ᑓ㛛学ᰯ⏕が㸰㐌㛫でシステムをసりୖげた。ᇶ本ⓗな技術についてはඛ⏕が教え

たが、アイデアは学⏕⮬㌟が考えた。 

今やアイデアさえあれࢶ、ࡤールをいこなすことによࡗて、㈝用もとࢇかからࡎ▷い

ᮇ㛫で、現ሙで活用ྍ⬟なシステムが開発でࡁる。しかもࡑれは小学⏕でもでࡁるとゝわれ

ている。アイデアがฟてࡃる࢝ルࣕࢳーが大である。 
 
あるほගᆅの㣗ᇽとᅵ⏘≀ᗑを営ࡴ♫では、エンࢪニアではなかࡗた人㸰名にຮᙉして

もらい、㸰か月で AI システムを開発した。᮶ᗑする㢳ᐈのᩘがண でࡁることにより、人

ဨの㓄置やධれが᱁ẁにຠ⋡化し、業⦼に大ࡃࡁ㈉⊩している。᮶ᐈᩘがቑえるとさらに

データが集まり、ࡑのデータを活用することによࡗてさらに業⦼がྥୖする。トライ㸤エラ

ーがとても࠺まࡃて、⣲᪩ࡃᅇしていることも࣏イントで、やࡗてࡳよ࠺とい࠺ことをいࢁ

いࢁされていて、ࡑのための୍つとして AI システムやデータを࠺まࡃࡗていることがᡂ

ຌの要ᅉࡔとᛮ࠺。今は⮬♫ࡅࡔでなࡃ、ྠ 提供してている中小企業ࡗなㄢ㢟をも࠺よࡌ

いて、月㢠用ᩱ㸯以下で提供されている。 
 
AI  ࠸࡞ࡣ࡛⬟ࡣ

たࡔ、AI はᑟධしたら必࠺ࡎまࡃいࡃとᛮࡗている人もまࡔまࡔが多いが AI は⬟では

ない。AI といࢣࢵࣃ࠺ーࢪソフトがあるかのよ࠺にᛮࡗて┦ㄯしてࡃる人も多い。᭱పの

リテラシーも必要である。㨩ຊやࢿࢪࣅスをຍ㏿するとこࢁに AI が活㌍するのであࡗて、

データがᑡなかࡗたり集まらない状ἣではศᯒもしよ࠺がないので、AI ᑟධ๓に᭱大㝈の

ດຊをして、ㄢ㢟をしࡗかりㄆ識することも必要である。AI 活用には、アイデア、技術と

ともに࣑ࢥュニࢣーション⬟ຊがồめられる 
 
♫は 100 ♫ 100 ᵝなので、ఱがㄢ㢟で、ఱが࣏イントかとい࠺ことが明☜でないと、AI
を㐺用しても࠺まࡃいかない。ㄢ㢟がしࡗかり明☜でなࡗてなࡃても、ㄢ㢟のあたりをつࡅ

てから㐺用しないと⤖ᯝがでない。ࡑれらをすることがでࡁる人材がいないと࠺まࡃいか

ない。 
 
AI 㐺⏝ࡵࡓࡢㄢ㢟ࡢศゎࡀ⌮ᩚ㔜せ 

AI が㐺用でࡁるよ࠺なㄢ㢟のศ解がちࢇࡷとでࡁているかとい࠺ことも大であࡗて、㐺

用がでࡁているとい࠺ことは、ㄢ㢟がᩚ⌮されているとい࠺こと。AI は⬟ではないので、

こ࠺い࠺データがあるとい࠺ことであࡗたり、ྲྀ ᚓでࡁることが明☜であࡗたり、ྲྀ ᚓでࡁ

る⎔ቃをసれ࠺ࡑである、とい࠺௬ᐃがでࡁていれࡤ、ㄢ㢟が明☜になࡗていてศ解でࡁて

いる状ἣである。ࡑれがでࡁてないと、業ົ⮬యもࢇࡰやりとしているはࡎなので、࠺ࡑい

AI、ࡁ☻、ㄢ㢟を発見しࡁて解Ỵすࡗをすることも大である。⮬♫にと⌮ᩚ࠺ 活用が

でࡁるᙧに⣽かࡃศ解するస業をᑀにやࡗていࡃことが必要である。 
 
 

6

3-8_調査報告書_本文.indd   6 2020/02/19   14:37



ၥ㢟点はさまざまで、日常の業ົの中で、ⱞᡭであࡗたり、ムࡔࢲとᛮえたり、㞴しࡃᛮえ

ることであࡗたり、࠺まࡃでࡁていないとᛮえることなをࢡࢵࣆアࢵプして、ࡑれらの᰿

本ⓗなၥ㢟はఱなのか、ࡑれらをでࡁるࡅࡔලయⓗにゝⴥでグ㏙することも大である。ࡑ

れらがでࡁていてこࡑ、AI 技術がえるか࠺かのุ᩿もでࡁることになる。ࡑして、AI
による⮬ື化によࡗて、大ࡃࡁ⏕⏘ᛶ、ຠ⋡ᛶ、౽ᛶがྥୖし࠺ࡑなとこࢁにࣆン࣏イン

トで AI をᑟධすれࡤよい。このよ࠺なことに㛵しても、教えたりᑟࡅたりする人やඛ⏕を

సることも大になࡗてࡃるとᛮ࠺。 
 
ゝㄒ࣮ࣝࢶࡶ࡛ࡲࡃ࠶ࡣ 

ゝㄒに㛵しては、3\WKRQ を知ࡗていれࡤよいとい࠺ものではない。 
すࡃࡈ⡆༢に᭩ࡅて、やࡗてࡳて考えるとい࠺トライ㸤エラーがしやすいゝㄒであるので

ὶ⾜ࡗていて、まࡎはアイデアをᙧにするとい࠺ẁ㝵ではよい。しかし、ၟရ化する㝿、࣓

ࣔリ⟶⌮やスࣆーࢻを考えるẁ㝵では &��に᭩ࡁ┤した方がよいとい࠺ことになる。ゝㄒ

はあࡃまでもࢶールࡔから、ゝ ㄒの考え方さえ⌮解していれࡤ、᪂しいゝㄒがฟてࡁても⛣

⾜がしやすࡃなる。 
 
AI ᑟධࡣࣝࢻ࣮ࣁࡢୗࡿ࠸࡚ࡗࡀ 

AI の活用は、小さなつᶍの♫でも⡆༢にでࡁる。今はこの♫も人ᡭ㊊である。≉

に中小企業は、人の㈇ᢸを㍍ࡃしながら、業⦼をあげていかなࡅれࡤならない状ἣにある。 
中小企業に㛵してゝ࠺と、ㄞࡳ㎸まࡏるデータが㌟㏆にたࡃさࢇある。ࡑれらは、中小企業

にはຓࡅ⯪になる。今、᪂しい AI の技術がᑟධしやすࡃなࡗている。AI をᑟධするには、

知識、技術、お㔠が大ࡃࡁ必要なのではとᛮわれがちࡔが、今この㸱つのࣁーࢻルが下がࡗ

てࡁている。 
 
㎰業ศ㔝において、ある࢟ュ࢘リ᱂ᇵ㎰ᐙが⊂ຊで、࢟ュ࢘リをヂするシステムを開発し

た。長さ、ኴさ、ᙧ、ࢬ࢟やⰍつやな、ၟရとしてฟⲴでࡁるか࠺かの㑅ูに大ࡁな㈇

ᢸがかかࡗていたが、࢟ュ࢘リの状ែを⏬像データとしてྲྀᚓし、⏬像からྛ等⣭にりศ

≀సࡃ㊊のい‶ࡃ本᮶の㎰ᐙのであるより⨾し、ࡁຠ⋡化でࡃࡁることにより大ࡅ

をసることにὀຊすることがྍ⬟となࡗた。ࡑれらのシステム開発にかかࡗた㈝用はわࡎ

か㸰であࡗた。 
 
⁺業ศ㔝において、㨶の㣴Ṫにおࡅるエサのえ方について、㨶をほᐹすることで、エサの

㔞とタイ࣑ングを⮬ືでุ᩿し実することによࡗて、⤒㈝の大༙を༨めていたエサ代の

ムࢲがなࡃなり、かつ㣗ṧしがῶることでᾏをởすことを㜵ࡄことがでࡁた。これらはあ

る高等ᑓ㛛学ᰯ⏕が㸰㐌㛫でシステムをసりୖげた。ᇶ本ⓗな技術についてはඛ⏕が教え

たが、アイデアは学⏕⮬㌟が考えた。 

今やアイデアさえあれࢶ、ࡤールをいこなすことによࡗて、㈝用もとࢇかからࡎ▷い

ᮇ㛫で、現ሙで活用ྍ⬟なシステムが開発でࡁる。しかもࡑれは小学⏕でもでࡁるとゝわれ

ている。アイデアがฟてࡃる࢝ルࣕࢳーが大である。 
 
あるほගᆅの㣗ᇽとᅵ⏘≀ᗑを営ࡴ♫では、エンࢪニアではなかࡗた人㸰名にຮᙉして

もらい、㸰か月で AI システムを開発した。᮶ᗑする㢳ᐈのᩘがண でࡁることにより、人

ဨの㓄置やධれが᱁ẁにຠ⋡化し、業⦼に大ࡃࡁ㈉⊩している。᮶ᐈᩘがቑえるとさらに

データが集まり、ࡑのデータを活用することによࡗてさらに業⦼がྥୖする。トライ㸤エラ

ーがとても࠺まࡃて、⣲᪩ࡃᅇしていることも࣏イントで、やࡗてࡳよ࠺とい࠺ことをいࢁ

いࢁされていて、ࡑのための୍つとして AI システムやデータを࠺まࡃࡗていることがᡂ

ຌの要ᅉࡔとᛮ࠺。今は⮬♫ࡅࡔでなࡃ、ྠ 提供してている中小企業ࡗなㄢ㢟をも࠺よࡌ

いて、月㢠用ᩱ㸯以下で提供されている。 
 
AI  ࠸࡞ࡣ࡛⬟ࡣ

たࡔ、AI はᑟධしたら必࠺ࡎまࡃいࡃとᛮࡗている人もまࡔまࡔが多いが AI は⬟では

ない。AI といࢣࢵࣃ࠺ーࢪソフトがあるかのよ࠺にᛮࡗて┦ㄯしてࡃる人も多い。᭱పの

リテラシーも必要である。㨩ຊやࢿࢪࣅスをຍ㏿するとこࢁに AI が活㌍するのであࡗて、

データがᑡなかࡗたり集まらない状ἣではศᯒもしよ࠺がないので、AI ᑟධ๓に᭱大㝈の

ດຊをして、ㄢ㢟をしࡗかりㄆ識することも必要である。AI 活用には、アイデア、技術と

ともに࣑ࢥュニࢣーション⬟ຊがồめられる 
 
♫は 100 ♫ 100 ᵝなので、ఱがㄢ㢟で、ఱが࣏イントかとい࠺ことが明☜でないと、AI
を㐺用しても࠺まࡃいかない。ㄢ㢟がしࡗかり明☜でなࡗてなࡃても、ㄢ㢟のあたりをつࡅ

てから㐺用しないと⤖ᯝがでない。ࡑれらをすることがでࡁる人材がいないと࠺まࡃいか

ない。 
 
AI 㐺⏝ࡵࡓࡢㄢ㢟ࡢศゎࡀ⌮ᩚ㔜せ 

AI が㐺用でࡁるよ࠺なㄢ㢟のศ解がちࢇࡷとでࡁているかとい࠺ことも大であࡗて、㐺

用がでࡁているとい࠺ことは、ㄢ㢟がᩚ⌮されているとい࠺こと。AI は⬟ではないので、

こ࠺い࠺データがあるとい࠺ことであࡗたり、ྲྀ ᚓでࡁることが明☜であࡗたり、ྲྀ ᚓでࡁ

る⎔ቃをసれ࠺ࡑである、とい࠺௬ᐃがでࡁていれࡤ、ㄢ㢟が明☜になࡗていてศ解でࡁて

いる状ἣである。ࡑれがでࡁてないと、業ົ⮬యもࢇࡰやりとしているはࡎなので、࠺ࡑい

AI、ࡁ☻、ㄢ㢟を発見しࡁて解Ỵすࡗをすることも大である。⮬♫にと⌮ᩚ࠺ 活用が

でࡁるᙧに⣽かࡃศ解するస業をᑀにやࡗていࡃことが必要である。 
 
 

7

3-8_調査報告書_本文.indd   7 2020/02/19   14:37



᪥ᮏࢫࣥࣕࢳࡃ࠸࡚ࡋ᪼ୖࡀ 

、ពでは࠺多いといࡔまࡔない♫もまࡁートしてもらわないとで࣏なサ࠺れらのよࡑ

ఙびる要⣲があり、࣏テンシࣕルは多大である。日本は、ᛂ用をసࡗていࡃとい࠺点では、

ものす࣏ࡃࡈテンシࣕルが高い。ࢇࡑな中でこ࠺い࠺人材を育ᡂしていࡃとい࠺ことはと

てもព⩏のあることである。人によࡗては、AI はࣈームは㐣ࡂたとゝ࠺人もいるが、ࡑれ

は活用がᙜたり๓になࡗてࡃるからとい࠺こともあるとᛮ࠺が、長ᮇにわたࡗて人材が必

要となࡗてࡃることは☜実で、ࡑこはとても㔜要なことである。 
 
ඛ、AI 活用の㸲つのステࢵプのヰをしたが、ఱにᑐして AI 点に࠺かとい࠺ールをࢶ

おいて、ࡦらめࡁが必要で、ࡑのࠕఱかࠖḟ➨で、AI が♫にཬࡰすインࢡࣃトを᭱大化

することがでࡁ、日本の AI 技術を活ᛶ化さࡏられる、ୡ界のトࢵプからの㐜れをᤂᅇでࡁ

るࣕࢳンスである。いまప㏞している日本がୖ᪼していࡃ㔜要な࣏イントであり、ここは大

 。イントであると考えている࣏なࡁ
 
AI ௦ࡢᩍဨࡸேᮦ⫱ᡂࡾ࠶ࡢ᪉ 

IT ᑟධのとྠᵝに、いࡎれ AI もᙜたり๓になࡗてࡃるとᛮわれるが、まࡔまࡔᮍ開のこ

れから㐺用でࡁる部ศは多大にᗈがࡗているので、ࡑれらを実現でࡁる人材がまࡔまࡔ必

要である。AI が࠺ࡑいࢪ࣏࠺ションにいるのࡔとい࠺ព識を学ᰯのඛ⏕方がᙉࡃもࡗてい

たࡃࡔことは大ࡔとᛮ࠺。教ဨのあり方も見┤さなࡅれࡤならなࡃなࡗてࡃる࠺ࢁࡔ。 
大学もまࡔまࡔこれからのୡ界で、大学でデータサイエンスを必ಟ化するとゝわれている

が、⇕のある教ဨがいる大学はよいが、まࡔᅜに展開となるとまࡔまࡔこれからࡔとᛮわ

れる。 
 
AI は、まࡔ今もࢇࢇアࢵプデートされているศ㔝なので、教育においてまᩚࡔ⌮がさ

れていない部ศがある。教育య⣔についてࢥンࢭンサスがとれていないので、࢝リ࢟ュラム

でもᢤࡅていることも多ࠎあるよ࠺にᛮ࠺。᪂しい技術をྲྀりධれていࡃことも大であ

るが、ᇶ♏技術知識やᩘ学なも㔜要となࡗてࡃる。 
AI もエࢥࢪࢵンࣆューテング化が進ࢇでࡃるとᛮわれるので、࠺ࡑなると、ࢡラࡔࢻ࢘

とィ⟬ᶵリソースは考えなࡃてもよいが、エࢪࢵのୡ界になࡗてࡃると、&38 ᛶ⬟な有

㝈のリソースの中でさまざまなᕤኵが必要となࡗてࡃるであ࠺ࢁ。㸳* の代になると、ま

すますエࢪࢵ化は進ࡴとᛮわれるので、ࡑのよ࠺な知識をもࡗている人も必要となࡗてࡃ

るであ࠺ࢁ。 
 
あとは、ࣔ࣋ࢳーションも大。㛫が᮶たら⤊わりではなࡃ、⮬ศが⣡ᚓいࡃまでやる

ことも大で、たࡔỴめられた㛫までにやることも大。ࡑのよ࠺なឤぬも学⏕代に

㔊ᡂでࡁれࡤよいとᛮ࠺。  

᭷㆑⪅ࢢࣥࣜࣄ㸸 

⸨ᮧ ཌኵẶ㸦ス࣐ートニュースᰴᘧ♫ フェロー㸧 
 
␎Ṕ㸸 

1990 年代にアス࢟ー㸦現 .A'2.A:A㸧で月หㄅ⦅集長、ロータス㸦現日本 I%0㸧で࣐ー

ング㈐௵者をົめ、2000テࢣ 年にᰴᘧ♫アࢵト࣐ーࢡ・アイテを業。ࡑの後、ྜ

ేを⤒てアイテ࣓デアᰴᘧ♫代表ྲྀ⥾ᙺ長にᑵ௵。201� 年 � 月に業㛫もないᰴ

ᘧ♫ࢡࢦロ㸦現ス࣐ートニュースᰴᘧ♫㸧にධ♫し、ᇳ⾜ᙺဨ㸭シニア・ࣦイス・プ

ア業開発6PDUW1HZVࠖの࣓デࠕン用ニュースアプリ࢛ートフ࣐デントとして、スࢪࣞ

をᢸᙜ。現ᅾは、ྠ ♫の業のᇳ⾜からは㏥いたが、フェローとして」ᩘのプロࢪェࢡトに

ᦠわࡗている。 
 
6PDUW1HZV とは 
2019 年 2 月にୡ界ྛᅜで �000 ࢘ࢲンローࢻを✺◚したニュースアプリ。ᅜ⣬をはࡌ

めとするᅜෆእのニュース࣓デアと㐃ᦠし、ニュースの提供をཷࡅて 6PDUW1HZV に表

♧しており、1 日あたりにᢅ࠺ニュースはᩘ௳におよࡪ。表♧するニュースを㑅ࡪのは人

㛫ではなࢵࢿ、ࡃトୖでヰ㢟になࡗているか࠺かなのᣦᶆをもとに AI を活用したアル

 。ムがุ᩿しているࢬリࢦ
 
 ᪥㸸ࢢࣥࣜࣄ

2020�1�1�㸦ⅆ㸧 
 
ෆᐜ㸸ࢢࣥࣜࣄ

現ᅾ、AI を活用してニュース㓄ಙしているス࣐ートニュース♫のフェローである⸨ᮧཌኵ

Ặに、࣓デアのୡ界をᑓ㛛ᐙとして、AI をとりまࡃ業界の現状やこれからの見㏻し、お

よび必要とされる人材像に等ついての考えを⪺かࡏていたࡔいた。ෆᐜは、⮬㌟の⤒㦂や⊂

⮬の視点からのಶ人ⓗな見解であり、ス࣐ートニュース♫のබᘧな見解ではない。 
 
以下、ヒアリングෆᐜᩥ 
AI ௦ồࡿࢀࡽࡵேᮦീ

AI を活用する代、さまざまなᙺをᢸ࠺人がいる。これから♫でかなりのつᶍでồめ

られる人材は、エンࣘࢻーࢨー企業が必要とするエンࢪニアリングに長ࡅた人とゝえるで

あࡑ。࠺ࢁれはこれかられࡅࡔのᩘがいてもまࡔ㊊りないとᛮわれる。⮬ศの視点でゝ࠺

と、これからồめられる人材像で㔜要なのは、AI とい࠺テー࣐の中で、提供されている技

術や〇ရ、サーࣅスを⮬♫の業のために⤌ྜࡳわࡏて、業に活用していࡅる人とい࠺こ

とになるかとᛮ࠺。 
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は活用がᙜたり๓になࡗてࡃるからとい࠺こともあるとᛮ࠺が、長ᮇにわたࡗて人材が必

要となࡗてࡃることは☜実で、ࡑこはとても㔜要なことである。 
 
ඛ、AI 活用の㸲つのステࢵプのヰをしたが、ఱにᑐして AI 点に࠺かとい࠺ールをࢶ

おいて、ࡦらめࡁが必要で、ࡑのࠕఱかࠖḟ➨で、AI が♫にཬࡰすインࢡࣃトを᭱大化

することがでࡁ、日本の AI 技術を活ᛶ化さࡏられる、ୡ界のトࢵプからの㐜れをᤂᅇでࡁ

るࣕࢳンスである。いまప㏞している日本がୖ᪼していࡃ㔜要な࣏イントであり、ここは大

 。イントであると考えている࣏なࡁ
 
AI ௦ࡢᩍဨࡸேᮦ⫱ᡂࡾ࠶ࡢ᪉ 

IT ᑟධのとྠᵝに、いࡎれ AI もᙜたり๓になࡗてࡃるとᛮわれるが、まࡔまࡔᮍ開のこ

れから㐺用でࡁる部ศは多大にᗈがࡗているので、ࡑれらを実現でࡁる人材がまࡔまࡔ必

要である。AI が࠺ࡑいࢪ࣏࠺ションにいるのࡔとい࠺ព識を学ᰯのඛ⏕方がᙉࡃもࡗてい

たࡃࡔことは大ࡔとᛮ࠺。教ဨのあり方も見┤さなࡅれࡤならなࡃなࡗてࡃる࠺ࢁࡔ。 
大学もまࡔまࡔこれからのୡ界で、大学でデータサイエンスを必ಟ化するとゝわれている

が、⇕のある教ဨがいる大学はよいが、まࡔᅜに展開となるとまࡔまࡔこれからࡔとᛮわ

れる。 
 
AI は、まࡔ今もࢇࢇアࢵプデートされているศ㔝なので、教育においてまᩚࡔ⌮がさ

れていない部ศがある。教育య⣔についてࢥンࢭンサスがとれていないので、࢝リ࢟ュラム

でもᢤࡅていることも多ࠎあるよ࠺にᛮ࠺。᪂しい技術をྲྀりධれていࡃことも大であ

るが、ᇶ♏技術知識やᩘ学なも㔜要となࡗてࡃる。 
AI もエࢥࢪࢵンࣆューテング化が進ࢇでࡃるとᛮわれるので、࠺ࡑなると、ࢡラࡔࢻ࢘

とィ⟬ᶵリソースは考えなࡃてもよいが、エࢪࢵのୡ界になࡗてࡃると、&38 ᛶ⬟な有

㝈のリソースの中でさまざまなᕤኵが必要となࡗてࡃるであ࠺ࢁ。㸳* の代になると、ま

すますエࢪࢵ化は進ࡴとᛮわれるので、ࡑのよ࠺な知識をもࡗている人も必要となࡗてࡃ

るであ࠺ࢁ。 
 
あとは、ࣔ࣋ࢳーションも大。㛫が᮶たら⤊わりではなࡃ、⮬ศが⣡ᚓいࡃまでやる

ことも大で、たࡔỴめられた㛫までにやることも大。ࡑのよ࠺なឤぬも学⏕代に

㔊ᡂでࡁれࡤよいとᛮ࠺。  

᭷㆑⪅ࢢࣥࣜࣄ㸸 

⸨ᮧ ཌኵẶ㸦ス࣐ートニュースᰴᘧ♫ フェロー㸧 
 
␎Ṕ㸸 

1990 年代にアス࢟ー㸦現 .A'2.A:A㸧で月หㄅ⦅集長、ロータス㸦現日本 I%0㸧で࣐ー

ング㈐௵者をົめ、2000テࢣ 年にᰴᘧ♫アࢵト࣐ーࢡ・アイテを業。ࡑの後、ྜ

ేを⤒てアイテ࣓デアᰴᘧ♫代表ྲྀ⥾ᙺ長にᑵ௵。201� 年 � 月に業㛫もないᰴ

ᘧ♫ࢡࢦロ㸦現ス࣐ートニュースᰴᘧ♫㸧にධ♫し、ᇳ⾜ᙺဨ㸭シニア・ࣦイス・プ

ア業開発6PDUW1HZVࠖの࣓デࠕン用ニュースアプリ࢛ートフ࣐デントとして、スࢪࣞ

をᢸᙜ。現ᅾは、ྠ ♫の業のᇳ⾜からは㏥いたが、フェローとして」ᩘのプロࢪェࢡトに

ᦠわࡗている。 
 
6PDUW1HZV とは 
2019 年 2 月にୡ界ྛᅜで �000 ࢘ࢲンローࢻを✺◚したニュースアプリ。ᅜ⣬をはࡌ

めとするᅜෆእのニュース࣓デアと㐃ᦠし、ニュースの提供をཷࡅて 6PDUW1HZV に表

♧しており、1 日あたりにᢅ࠺ニュースはᩘ௳におよࡪ。表♧するニュースを㑅ࡪのは人

㛫ではなࢵࢿ、ࡃトୖでヰ㢟になࡗているか࠺かなのᣦᶆをもとに AI を活用したアル

 。ムがุ᩿しているࢬリࢦ
 
 ᪥㸸ࢢࣥࣜࣄ

2020�1�1�㸦ⅆ㸧 
 
ෆᐜ㸸ࢢࣥࣜࣄ

現ᅾ、AI を活用してニュース㓄ಙしているス࣐ートニュース♫のフェローである⸨ᮧཌኵ

Ặに、࣓デアのୡ界をᑓ㛛ᐙとして、AI をとりまࡃ業界の現状やこれからの見㏻し、お

よび必要とされる人材像に等ついての考えを⪺かࡏていたࡔいた。ෆᐜは、⮬㌟の⤒㦂や⊂

⮬の視点からのಶ人ⓗな見解であり、ス࣐ートニュース♫のබᘧな見解ではない。 
 
以下、ヒアリングෆᐜᩥ 
AI ௦ồࡿࢀࡽࡵேᮦീ

AI を活用する代、さまざまなᙺをᢸ࠺人がいる。これから♫でかなりのつᶍでồめ

られる人材は、エンࣘࢻーࢨー企業が必要とするエンࢪニアリングに長ࡅた人とゝえるで

あࡑ。࠺ࢁれはこれかられࡅࡔのᩘがいてもまࡔ㊊りないとᛮわれる。⮬ศの視点でゝ࠺

と、これからồめられる人材像で㔜要なのは、AI とい࠺テー࣐の中で、提供されている技

術や〇ရ、サーࣅスを⮬♫の業のために⤌ྜࡳわࡏて、業に活用していࡅる人とい࠺こ

とになるかとᛮ࠺。 
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୍、を᭩いてࢻーࢥ、れはࡑ からものをసࡗていࡃとい࠺とい࠺ことは、たとえࡤᡃࠎのよ

てはとࡗスにしている♫にとࢿࢪࣅスをసりฟすことをࢿࢡな、ࣘニー࠺な♫のよ࠺

ても㔜要であるが、多ࡃの企業は、まࡎは、㐨ලをࡗて、⮬ศのとこࢁにたまࡗている㢳

ᐈの情報をศᯒするとか、情報がたまࡗていないのであれࡤ、ためるための⤌ࡳをసらな

いといࡅない。たとえࡑ、ࡤれを࠺ศᯒして、ࡑれらにもと࡙いた㟂要の方ྥをḟのၟရ

開発、サーࣅス開発に⤖びࡅていࡃ。今、ࢡラࢻ࢘とい࠺⤌ࡳが┒ࢇになࡗて、ศᯒす

るための㐨ලはࢡラୖࢻ࢘でືࡃよ࠺なものが↓ᩘにฟている状ែなので、ࡑれらを➇த

のために୍からつࡃりなおす、つまりタイࣖや㌴㍯を発明する代ではなࡑ、ࡃれは供⤥

されているものを࠺まࡃࡗてࢇな⤖ᯝをฟすかとい࠺ことが㔜要になࡗてࡃる。たࡃ

さࢇある♫ࡈとに♫のᩘࡅࡔさまざまなニーࢬがあり、⮬♫の〇ရをࡗてࡃれるࣘ

ーࢨーは、今࠺ឤࡌているのか、ḟにఱがḧしいのか、今後ఱを提供したら㈙ࡗてࡃれる

のか、とい࠺よ࠺なデータをᚓていࡃ。 
 
㐣ཤは、⌮ᒅではなࡃ、こ࠺すれࡤいいࡔࢇとゝࡗてࡃれた人がいたかもしれないが、ࡑれ

は今はデータによࡗてド明されないといࡅないし、データを㥑して、ḟの౯್を⏕ࡳฟさ

なࡅれࡤならないとい࠺ことが⏘業でồめられている。㎰業なもデータによࡗてᏳᐃ

ⓗに⏕⏘の⤌ࡳをసࡗていかなࡅれࡤ立ちいかないことになࡗてࡁている。 
 
てࡃロからసらなࢮて、ある部ศ、⮬ศがࡗによࢻ࢘ラࢡ、と࠺しいかといな人材がࢇ

もよい代になࡗてࡁているが、ࡑのよ࠺な⤌ࡳをࡗて、Ᏻ౯に࠺まࡳ⤌ࡃあわࡏて、

あるいはసりฟ、ࡃのデータの活かし方を考えていࡑ、の♫がồめるデータをศᯒするࡑ

していࡃとい࠺よ࠺な人は、♫のᩘࡅࡔ必要とされている。 
 
♫ࢬ࣮ࢽࡿ࠶ࡅࡔᩘࡢᛂࡿ࠼ 

これからの代は、すての業が IT 化していࡃ。とい࠺ことは、エンࢪニアの㟂要は、

業యすての IT 化のつᶍにẚして⇿発ⓗに大ࡃࡁなࡗていࡃので、ࡑこの↔点をあわ

でも㐣ཤになࡅࡔこの㸰つのこと࠺ศᯒするとい、ࡃデータをためてい。࠺ࢁであࡁるࡏ

かࡗたよ࠺なが⏕まれている。 
ศᯒするとい࠺ពでは、⤫ィ解ᯒࢶールは᫇からあるが、今ではศᯒすること⮬యは AI
がやるので、AI のアプリࢣーション化が急㏿に進ࢇでい࠺。ࡃい࠺ࡩ࠺に AI ールをసࢶ

て、AIࡃかではなࡃていࡗ が࠺ࡗたらよいか、供⤥されてࡃる AI を㥑したࢶール

を、いかに࠺まࡃࡗていࡃかとい࠺ことが㔜要になࡗていࡃ。 
これは、ࢡラࢻ࢘でい࠺と、APD]RQ、0LFURVRIW とい࠺とこࢁが今、ちṧる大つᶍなプ

ࣞイࣖーࡔとᛮ࠺が、ࡑのୖに、ࡑれࡒれの♫が AI のࢶールを✌ാさࡏ、A:6 や、*RRJOH
れらを㐺ษࡑているので、いかにࡁの〇ရもฟてーテࣃࢻなサー࠺よࡃでືୖࢻ࢘ラࢡ

にࡗて、♫のᩘࡅࡔあるニーࢬにᛂえていࡃ人材が必要であ࠺ࢁ。 

人を育てるとい࠺ពでは大ࡁなニーࢬが⏕まれるとᛮ࠺し、ᚑ᮶からある IT の 6IHU も

ていࡗロからసࢮ、ࡎならࡤれࡅていかなࡗはษり᭰わࡃなに多࠺れらをこなすよࡑ

から情報システム部㛛をసりᩘࠎ月、ࡤがあれࢻ࢘ラࢡ。ࡃていࡗなࡃヰはな࠺といࡃ

ฟࡏるよ࠺な⤌ࡳがでࡁてࡁているので、データが᭱も♫におࡅる大ࡁなࢿࢪࣅスୖ

の౯್を⏕ࡳฟすものになࡗていࡑ。ࡃれを࠺えるか、࠺ためられるか、࠺える

かとい࠺ことが、ḟの発展していࡃ♫におࡅるもࡗとも㔜要な࢟ー࣡ーࢻになࡗていࡃ。

AI は、⭾大なデータや⭾大のࣘーࢨーを࠺見ていࡃかとい࠺ことにຊを発していࡃと

ᛮ࠺。 
 
ࡢ࡛♫ࢫ࣮ࣗࢽࢺ࣮࣐ࢫ AI ά⏝

ス࣐ートニュースでいえࡤ、日ࢵࢿࠎトのୖでసりࡔされるニュース、᪂しいヰ㢟を、人㛫

が部ヒュー࣐ンなຊで、これはⰋいニュース、これはⰋࡃないニュースとか、これはᨻ

のニュース、これはス࣏ーࢶのニュースࡳたいに、ศᯒしてุ᩿していࡗても㏣いつかない。

しかも 2� 㛫 ��� 日情報は⏕ࡳฟされていࡃので、ാࡁ方ᨵ㠉の㏫で、ఱࢳームつࡗࡃ

て、ఱ代でやࡗても㏣いつかないࡃらいなので、いかにࡑれを AI が人㛫に代わࡗて、よ

りⰋ㉁なものをఇࡴことなࡃ見つࡔࡅしていࡃかに᭱も㔜要なຊを発していࡃと考えて

いる。 
 
るࡃてࡗ集まࡃると人が多ࡏれを見、れが㔜要なグかとか、グの中で・ࢶンテンࢥ

かࡳたいなことは、人㛫でないとでࡁないとゝわれてࡁた࣓デアといࢿࢪࣅ࠺スの᭱も

中᰾ⓗなが、実は、2� 㛫 ��� 日、ᩥ ྃもゝわࡎにാいてࡃれるとい࠺こともྵめて、

AI がやれることのྍ⬟ᛶとしてものすࡃࡈ大ࡁかࡗたとい࠺ことを、ス࣐ートニュースが

 。であるࡅのศ㔝において発見したわࡑ
れはࡑさまざまな業✀、あるいは業ົの中で、ࡃでなࡅࡔートニュース࣐れは、スࡑ AI を
活用すると࠺まࡃいࡃとい࠺ことを発見する代ࡔとᛮ࠺ࡑ。࠺するためのは、⏘業、

業✀、さまざまなษりཱྀにおいて⇿発ⓗにቑえていࡗて、♫はⓙ AI をࡗていࡃものと

い࠺代に✺ධしよ࠺としている。ࡑこでの㟂要を࠺まࢥࡃーデࢿートする人㛫ⓗな

がとても大ࡁな࣐ーࢵࢣトになࡗていࡃとᛮ࠺。 
 
Ⰻ㉁なࢥンテンࢶのᣦᶆについては、ࡑこもいࢇࢁなアイデアによࡗてわかࡗてࡃるとᛮ

、と࠺いのでูのでゝࡃートニュースについての詳⣽は立ሙⓗにヰに࣐スࡤたとえ。࠺

*RRJOH では᳨⣴エンࢪンのラン࢟ングについて、もともとの࢜リࢼࢪルな発としては、

いࢇࢁな人がཧ考にしているとい࠺、⿕リンࢡとい࠺、いࢇࢁな人がࡑの情報を見るのが㔜

要と考えてリンࢡをᙇࡗているとい࠺ことが、ఝⓗにグのಙ用、ಙ㢗ᛶが れるとい࠺

アイデア㸦࣌ーࢪランࢡ㸧に฿㐩したわࡅで、ࡑれが *RRJOH の᳨⣴エンࢪンの大発見のฟ

発点であࡗた。 
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୍、を᭩いてࢻーࢥ、れはࡑ からものをసࡗていࡃとい࠺とい࠺ことは、たとえࡤᡃࠎのよ

てはとࡗスにしている♫にとࢿࢪࣅスをసりฟすことをࢿࢡな、ࣘニー࠺な♫のよ࠺

ても㔜要であるが、多ࡃの企業は、まࡎは、㐨ලをࡗて、⮬ศのとこࢁにたまࡗている㢳

ᐈの情報をศᯒするとか、情報がたまࡗていないのであれࡤ、ためるための⤌ࡳをసらな

いといࡅない。たとえࡑ、ࡤれを࠺ศᯒして、ࡑれらにもと࡙いた㟂要の方ྥをḟのၟရ

開発、サーࣅス開発に⤖びࡅていࡃ。今、ࢡラࢻ࢘とい࠺⤌ࡳが┒ࢇになࡗて、ศᯒす

るための㐨ලはࢡラୖࢻ࢘でືࡃよ࠺なものが↓ᩘにฟている状ែなので、ࡑれらを➇த

のために୍からつࡃりなおす、つまりタイࣖや㌴㍯を発明する代ではなࡑ、ࡃれは供⤥

されているものを࠺まࡃࡗてࢇな⤖ᯝをฟすかとい࠺ことが㔜要になࡗてࡃる。たࡃ

さࢇある♫ࡈとに♫のᩘࡅࡔさまざまなニーࢬがあり、⮬♫の〇ရをࡗてࡃれるࣘ

ーࢨーは、今࠺ឤࡌているのか、ḟにఱがḧしいのか、今後ఱを提供したら㈙ࡗてࡃれる

のか、とい࠺よ࠺なデータをᚓていࡃ。 
 
㐣ཤは、⌮ᒅではなࡃ、こ࠺すれࡤいいࡔࢇとゝࡗてࡃれた人がいたかもしれないが、ࡑれ

は今はデータによࡗてド明されないといࡅないし、データを㥑して、ḟの౯್を⏕ࡳฟさ

なࡅれࡤならないとい࠺ことが⏘業でồめられている。㎰業なもデータによࡗてᏳᐃ

ⓗに⏕⏘の⤌ࡳをసࡗていかなࡅれࡤ立ちいかないことになࡗてࡁている。 
 
てࡃロからసらなࢮて、ある部ศ、⮬ศがࡗによࢻ࢘ラࢡ、と࠺しいかといな人材がࢇ

もよい代になࡗてࡁているが、ࡑのよ࠺な⤌ࡳをࡗて、Ᏻ౯に࠺まࡳ⤌ࡃあわࡏて、

あるいはసりฟ、ࡃのデータの活かし方を考えていࡑ、の♫がồめるデータをศᯒするࡑ

していࡃとい࠺よ࠺な人は、♫のᩘࡅࡔ必要とされている。 
 
♫ࢬ࣮ࢽࡿ࠶ࡅࡔᩘࡢᛂࡿ࠼ 

これからの代は、すての業が IT 化していࡃ。とい࠺ことは、エンࢪニアの㟂要は、

業యすての IT 化のつᶍにẚして⇿発ⓗに大ࡃࡁなࡗていࡃので、ࡑこの↔点をあわ

でも㐣ཤになࡅࡔこの㸰つのこと࠺ศᯒするとい、ࡃデータをためてい。࠺ࢁであࡁるࡏ

かࡗたよ࠺なが⏕まれている。 
ศᯒするとい࠺ពでは、⤫ィ解ᯒࢶールは᫇からあるが、今ではศᯒすること⮬యは AI
がやるので、AI のアプリࢣーション化が急㏿に進ࢇでい࠺。ࡃい࠺ࡩ࠺に AI ールをసࢶ

て、AIࡃかではなࡃていࡗ が࠺ࡗたらよいか、供⤥されてࡃる AI を㥑したࢶール

を、いかに࠺まࡃࡗていࡃかとい࠺ことが㔜要になࡗていࡃ。 
これは、ࢡラࢻ࢘でい࠺と、APD]RQ、0LFURVRIW とい࠺とこࢁが今、ちṧる大つᶍなプ

ࣞイࣖーࡔとᛮ࠺が、ࡑのୖに、ࡑれࡒれの♫が AI のࢶールを✌ാさࡏ、A:6 や、*RRJOH
れらを㐺ษࡑているので、いかにࡁの〇ရもฟてーテࣃࢻなサー࠺よࡃでືୖࢻ࢘ラࢡ

にࡗて、♫のᩘࡅࡔあるニーࢬにᛂえていࡃ人材が必要であ࠺ࢁ。 

人を育てるとい࠺ពでは大ࡁなニーࢬが⏕まれるとᛮ࠺し、ᚑ᮶からある IT の 6IHU も

ていࡗロからసࢮ、ࡎならࡤれࡅていかなࡗはษり᭰わࡃなに多࠺れらをこなすよࡑ

から情報システム部㛛をసりᩘࠎ月、ࡤがあれࢻ࢘ラࢡ。ࡃていࡗなࡃヰはな࠺といࡃ

ฟࡏるよ࠺な⤌ࡳがでࡁてࡁているので、データが᭱も♫におࡅる大ࡁなࢿࢪࣅスୖ

の౯್を⏕ࡳฟすものになࡗていࡑ。ࡃれを࠺えるか、࠺ためられるか、࠺える

かとい࠺ことが、ḟの発展していࡃ♫におࡅるもࡗとも㔜要な࢟ー࣡ーࢻになࡗていࡃ。

AI は、⭾大なデータや⭾大のࣘーࢨーを࠺見ていࡃかとい࠺ことにຊを発していࡃと

ᛮ࠺。 
 
ࡢ࡛♫ࢫ࣮ࣗࢽࢺ࣮࣐ࢫ AI ά⏝

ス࣐ートニュースでいえࡤ、日ࢵࢿࠎトのୖでసりࡔされるニュース、᪂しいヰ㢟を、人㛫

が部ヒュー࣐ンなຊで、これはⰋいニュース、これはⰋࡃないニュースとか、これはᨻ

のニュース、これはス࣏ーࢶのニュースࡳたいに、ศᯒしてุ᩿していࡗても㏣いつかない。

しかも 2� 㛫 ��� 日情報は⏕ࡳฟされていࡃので、ാࡁ方ᨵ㠉の㏫で、ఱࢳームつࡗࡃ

て、ఱ代でやࡗても㏣いつかないࡃらいなので、いかにࡑれを AI が人㛫に代わࡗて、よ

りⰋ㉁なものをఇࡴことなࡃ見つࡔࡅしていࡃかに᭱も㔜要なຊを発していࡃと考えて

いる。 
 
るࡃてࡗ集まࡃると人が多ࡏれを見、れが㔜要なグかとか、グの中で・ࢶンテンࢥ

かࡳたいなことは、人㛫でないとでࡁないとゝわれてࡁた࣓デアといࢿࢪࣅ࠺スの᭱も

中᰾ⓗなが、実は、2� 㛫 ��� 日、ᩥ ྃもゝわࡎにാいてࡃれるとい࠺こともྵめて、

AI がやれることのྍ⬟ᛶとしてものすࡃࡈ大ࡁかࡗたとい࠺ことを、ス࣐ートニュースが

 。であるࡅのศ㔝において発見したわࡑ
れはࡑさまざまな業✀、あるいは業ົの中で、ࡃでなࡅࡔートニュース࣐れは、スࡑ AI を
活用すると࠺まࡃいࡃとい࠺ことを発見する代ࡔとᛮ࠺ࡑ。࠺するためのは、⏘業、

業✀、さまざまなษりཱྀにおいて⇿発ⓗにቑえていࡗて、♫はⓙ AI をࡗていࡃものと

い࠺代に✺ධしよ࠺としている。ࡑこでの㟂要を࠺まࢥࡃーデࢿートする人㛫ⓗな

がとても大ࡁな࣐ーࢵࢣトになࡗていࡃとᛮ࠺。 
 
Ⰻ㉁なࢥンテンࢶのᣦᶆについては、ࡑこもいࢇࢁなアイデアによࡗてわかࡗてࡃるとᛮ

、と࠺いのでูのでゝࡃートニュースについての詳⣽は立ሙⓗにヰに࣐スࡤたとえ。࠺

*RRJOH では᳨⣴エンࢪンのラン࢟ングについて、もともとの࢜リࢼࢪルな発としては、

いࢇࢁな人がཧ考にしているとい࠺、⿕リンࢡとい࠺、いࢇࢁな人がࡑの情報を見るのが㔜

要と考えてリンࢡをᙇࡗているとい࠺ことが、ఝⓗにグのಙ用、ಙ㢗ᛶが れるとい࠺

アイデア㸦࣌ーࢪランࢡ㸧に฿㐩したわࡅで、ࡑれが *RRJOH の᳨⣴エンࢪンの大発見のฟ

発点であࡗた。 
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い࠺で、こࡎにあるはࢁなとこࢇࢁのは、ある✀の┤ឤⓗなアイデアをྵめて、い࠺い࠺ࡑ

ฟすと、実はこれが᭱もこの業✀、この業ࡅ法๎をデータから見つ࠺ているといࡗ㢼にな࠺

ែの中で㔜要な発見なのࡔとい࠺ことを、これからḟࠎいࢇࢁな人ࠎが発明する、発見する

とい࠺代になࡗていࡃであ࠺ࢁ。ス࣐ートニュースもある部ศ、࠺ࡑい࠺✀㢮の発見をし

たとい࠺こと。ࡑの法๎のࣃターンがቑえてࡃれࡑ、ࡤの中でれが᭱㐺であるかもまた AI
が㑅ࢇでࡃれるよ࠺になるであ࠺ࢁ。 
 
ᴗࡢᑠࡎࡽࢃㄡ࡛ࡶά⏝࡛ࡿࡁ

㔜要なことは、ࢡラࢻ࢘を࠺ことによࡗて、⮬♫の 3& はᛶ⬟がపいので、100 ㈙ྎ

わないとでࡁないとᛮࡗたりするよ࠺な㌋㌉がいらなࡃなる。月ᩘからጞめて、データ

をため㎸ࡴことによࡗて、発見につながるよ࠺な、ᡂຌࣃターンを見いฟすとい࠺ことが、

ㄡでもでࡁるよ࠺になࡗている。 
いま、ス࣐ートニュース中でいࢇࢁなプロࢪェࢡトをやࡗているとࡁに、たとえࡤ、月㸯㹼

㸰つかࡗて、*RRJOH のୖにこ࠺い࠺データをおいてࡳて、いࢁいࢁまわしてࡳるとい

 。こと࠺るといࡁㄡでもで、ࡎている。つまり、企業の大小にかかわらࡗことをや࠺
 
ၥ㢟は、࠺ࡑい࠺⤌ࡳがえるとい࠺ことを、♫యの多ࡃの人ࠎが知ることになࡗて

てもらいたいし、ぬえてもらいࡗニアの人たちに知ࢪれを、ⱝい人たち、エンࡑ、るのでࡃ

たい。࠺ࡑい࠺人たちがỈඛෆ人となࡗて、いࢇࢁなデータを集めてࡁては、᪂しい発見

を♫にもたらすとい࠺ことになࡗてࡁてしい。 
これからは、アイデアやᰂ㌾な㢌も大になࡗてࡃる。᭱ ⤊ⓗには、エンࢪニアとしてࢇ

なことがでࡁるかとい࠺⌮⣔ⓗな発ࡅࡔでなࡃ、アイデアをᙧにしていࡃよ࠺なࢡリエ

イテࣈな⬟ຊも必要となࡗてࡃるとᛮわれる。 
 
ᰂ㌾࡞ヨ࠸ࡍࡸࡁ࡛ࡀࡳ௦

これまでの、࢛࢘ーターフ࢛ールのよ࠺なᙧで、大つᶍなものを⢭ᐦに⤌ྜࡳわࡏてసりୖ

げないといࡅないとい࠺、人㛫のの⢭ᐦさをၥ࠺とい࠺代から、ࢥストも小さいし、

ኻᩋしたらまたやり┤すとか、⮬ศࡦとりで、ኪ⮬ศの✵いた㛫ࡅࡔまた᪂しいプロࢪェ

ているので、トライ㸤エラーといࡗなࡃやすࡁなことがで࠺よ࠺とい࠺よࡳてࡗトをやࢡ

たとࡗいものを発見してしまࡈたら、すࡳてࡗでやࡁことが⮳ᴟᙜたり๓になる。ᛮいつ࠺

い࠺ことが㉳ࡁるとい࠺ことをおいㄆめྜえるよ࠺な代であることが、育ᡂᑐ㇟の人

たちにఏえていかないといࡅない。 
 
୍人でもでࡁるし、」ᩘの࣓ンバーでプロࢪェࢡトを୍⥴にやࡗていࡃこともでࡁる。小さ

なものもసれるし、大ࡁなものもでࡁる。本ᙜにᰂ㌾なヨࡳがでࡁやすい代になࡗてࡁた

ので、ᆺにはまࡗてこ࠺でなࡅれࡤならないとい࠺ことはない。 

教えるഃも、࠺ഃも、㞠用するഃも、࠺ࡑい࠺ࡩ࠺に考えるよ࠺にならなࡃてはいࡅない

し、୍ 人のാࡁᡭも、ኻᩋなࢇかᚰ㓄する必要ないとゝࡗてあげるよ࠺にしてあげないと

いࡅない。࠺ࡑい࠺ពでの人をめࡄる⤌⧊ᩥ化ࡳたいなものが、日本でもこれから大ࡃࡁ

変わࡗていࡃことに AI 代とい࠺のが㛵ಀしているとᛮ࠺。 
 
ேᮦ⫱ᡂࡢ⤌ࡀࡳኚࡿࢃ

教育に㛵しては、᭱ ప㝈、ࢇなࢶールがあࡗて、࠺すれࡤえるかあたりは教えた方が

よいが、あとは、学⏕ഃが教えるഃをୖᅇらなࡅれࡤ発展しないよ࠺になࡗてࡁている。教

えるഃをୖᅇれるよ࠺な⤌ࡳが AI ていかなࡗが変わࡳ⤌なࡁ人材育ᡂの大。࠺とᛮࡔ

たが、これからはኻᩋࡁた人を⌮として育ᡂしてࡗない。これまではᆺにはまࡅいࡤれࡅ

2. な代になり、ࢇな⤌⧊ᩥ化をసࡗていࡅるかが大になࡗてࡃる。 
⮬ศのᐙにサーバー㸯ྎおࡃ必要もないので、ኪ、♫からᖐࡗてࡁての人がᐷている

㛫にも、୍人でプロࢪェࢡトを立ちୖげてあれこれやࡗているとい࠺よ࠺なことがྍ⬟な

代になࡗてࡁた。すでに࠺ࡑい࠺人たちはたࡃさࢇいる。 
 
いࢇࢁなྍ⬟ᛶが↓㝈にᗈがࡗているୡ界。これから IT のຊをࡗたࢶールがࢇࢇで

てࡃる。A:6 でも *RRJOH でも、ࡑのୖでືࡃ IT ⣔のサーࣅスを提供しているが、ࡑれら

はますますపᗮ化してい࠺ࡑ。ࡃすると、こࢇなことにࢇࡑな大がかりな⤌ࡳをࡗてⰋ

いのかとい࠺よ࠺なことをᖹẼでやれるよ࠺になる。 
ࡗてࡳないとわからないとい࠺ୡ界でもあり、ࡗてࡳないとࣁーࢻルが高ࡃᛮえてし

ま࠺ので、教育プログラムでゝえࡤ、A:6、*&3、A]XUH なをࡗて、こ࠺い࠺⤌ࡳ

をసࡗてࡳよ࠺とい࠺ことをయ㦂しておࡁࡃで、ࡑこにたまࡗているとてつもないつᶍ

のデータからఱかをᢳฟしてࡳまし࠺ࡻとい࠺よ࠺な⮬⏤な発の実⩦がよい。᫇ࡔと、デ

ータ࣋ースのス࢟ー࣐をసࡗて 64/ をࡗて、とい࠺ことであࡗたが、ࡑれはࡑれでᙺに

たつテー࣐ではあるが、⮬ศで大つᶍのデータからఱかをᑟいたりすることが、あࡗとい࠺

㛫にでࡁてしま࠺とい࠺య㦂をすることは㔜要なことࡔとᛮࡑ。࠺れらは、学ᰯ代にやࡗ

ておࡁࡃことࡔとᛮ࠺。⎔ቃࡅࡔをえて、⮬⏤にやらࡏてࡳることが大。 
 
すでにⳘ大なデータが集まࡗているので、ࡑれらをⱝい㢌で、ᰂ㌾にఱがでࡁるかを考えさ

ることも㔜要で、今ではࡏ *RRJOH の᳨⣴エンࢪンとྠࡌよ࠺な⤌ࡳをసࡗてしま࠺こと

もでࡁる。ඛ日ࡗたある人は、プライ࣋ートでୡ界中の≉ᐃ࢝テࢦリの⏬像を⮬ືⓗに集

めてࡁたサイトをసࡗてࢿࢪࣅスをしているとい࠺ヰを⪺いた。ࡑれは大したタഛもいら

⤌な大がかりなࢇࡑたらࡗࡔࢇࡔࡩ、アイデアḟ➨で。࠺てしまࡁでࡤ㸯ྎあれ&3、ࡎ

࠺ࡑ、たかも知れないがࡗがあࡳ⤌౯್ほのᯟ࠺ないといࡅてはいࡗを、ல⣽なことにࡳ

い࠺のをい័れてࡁて⮬ศにとࡗて面ⓑいものにࡗてよいとい࠺発になれれࡤいࢁ

 。るࡃなアイデアがฟてࢇ
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い࠺で、こࡎにあるはࢁなとこࢇࢁのは、ある✀の┤ឤⓗなアイデアをྵめて、い࠺い࠺ࡑ

ฟすと、実はこれが᭱もこの業✀、この業ࡅ法๎をデータから見つ࠺ているといࡗ㢼にな࠺

ែの中で㔜要な発見なのࡔとい࠺ことを、これからḟࠎいࢇࢁな人ࠎが発明する、発見する

とい࠺代になࡗていࡃであ࠺ࢁ。ス࣐ートニュースもある部ศ、࠺ࡑい࠺✀㢮の発見をし

たとい࠺こと。ࡑの法๎のࣃターンがቑえてࡃれࡑ、ࡤの中でれが᭱㐺であるかもまた AI
が㑅ࢇでࡃれるよ࠺になるであ࠺ࢁ。 
 
ᴗࡢᑠࡎࡽࢃㄡ࡛ࡶά⏝࡛ࡿࡁ

㔜要なことは、ࢡラࢻ࢘を࠺ことによࡗて、⮬♫の 3& はᛶ⬟がపいので、100 ㈙ྎ

わないとでࡁないとᛮࡗたりするよ࠺な㌋㌉がいらなࡃなる。月ᩘからጞめて、データ

をため㎸ࡴことによࡗて、発見につながるよ࠺な、ᡂຌࣃターンを見いฟすとい࠺ことが、

ㄡでもでࡁるよ࠺になࡗている。 
いま、ス࣐ートニュース中でいࢇࢁなプロࢪェࢡトをやࡗているとࡁに、たとえࡤ、月㸯㹼

㸰つかࡗて、*RRJOH のୖにこ࠺い࠺データをおいてࡳて、いࢁいࢁまわしてࡳるとい

 。こと࠺るといࡁㄡでもで、ࡎている。つまり、企業の大小にかかわらࡗことをや࠺
 
ၥ㢟は、࠺ࡑい࠺⤌ࡳがえるとい࠺ことを、♫యの多ࡃの人ࠎが知ることになࡗて

てもらいたいし、ぬえてもらいࡗニアの人たちに知ࢪれを、ⱝい人たち、エンࡑ、るのでࡃ

たい。࠺ࡑい࠺人たちがỈඛෆ人となࡗて、いࢇࢁなデータを集めてࡁては、᪂しい発見

を♫にもたらすとい࠺ことになࡗてࡁてしい。 
これからは、アイデアやᰂ㌾な㢌も大になࡗてࡃる。᭱ ⤊ⓗには、エンࢪニアとしてࢇ

なことがでࡁるかとい࠺⌮⣔ⓗな発ࡅࡔでなࡃ、アイデアをᙧにしていࡃよ࠺なࢡリエ

イテࣈな⬟ຊも必要となࡗてࡃるとᛮわれる。 
 
ᰂ㌾࡞ヨ࠸ࡍࡸࡁ࡛ࡀࡳ௦

これまでの、࢛࢘ーターフ࢛ールのよ࠺なᙧで、大つᶍなものを⢭ᐦに⤌ྜࡳわࡏてసりୖ

げないといࡅないとい࠺、人㛫のの⢭ᐦさをၥ࠺とい࠺代から、ࢥストも小さいし、

ኻᩋしたらまたやり┤すとか、⮬ศࡦとりで、ኪ⮬ศの✵いた㛫ࡅࡔまた᪂しいプロࢪェ

ているので、トライ㸤エラーといࡗなࡃやすࡁなことがで࠺よ࠺とい࠺よࡳてࡗトをやࢡ

たとࡗいものを発見してしまࡈたら、すࡳてࡗでやࡁことが⮳ᴟᙜたり๓になる。ᛮいつ࠺

い࠺ことが㉳ࡁるとい࠺ことをおいㄆめྜえるよ࠺な代であることが、育ᡂᑐ㇟の人

たちにఏえていかないといࡅない。 
 
୍人でもでࡁるし、」ᩘの࣓ンバーでプロࢪェࢡトを୍⥴にやࡗていࡃこともでࡁる。小さ

なものもసれるし、大ࡁなものもでࡁる。本ᙜにᰂ㌾なヨࡳがでࡁやすい代になࡗてࡁた

ので、ᆺにはまࡗてこ࠺でなࡅれࡤならないとい࠺ことはない。 

教えるഃも、࠺ഃも、㞠用するഃも、࠺ࡑい࠺ࡩ࠺に考えるよ࠺にならなࡃてはいࡅない

し、୍ 人のാࡁᡭも、ኻᩋなࢇかᚰ㓄する必要ないとゝࡗてあげるよ࠺にしてあげないと

いࡅない。࠺ࡑい࠺ពでの人をめࡄる⤌⧊ᩥ化ࡳたいなものが、日本でもこれから大ࡃࡁ

変わࡗていࡃことに AI 代とい࠺のが㛵ಀしているとᛮ࠺。 
 
ேᮦ⫱ᡂࡢ⤌ࡀࡳኚࡿࢃ

教育に㛵しては、᭱ ప㝈、ࢇなࢶールがあࡗて、࠺すれࡤえるかあたりは教えた方が

よいが、あとは、学⏕ഃが教えるഃをୖᅇらなࡅれࡤ発展しないよ࠺になࡗてࡁている。教

えるഃをୖᅇれるよ࠺な⤌ࡳが AI ていかなࡗが変わࡳ⤌なࡁ人材育ᡂの大。࠺とᛮࡔ

たが、これからはኻᩋࡁた人を⌮として育ᡂしてࡗない。これまではᆺにはまࡅいࡤれࡅ

2. な代になり、ࢇな⤌⧊ᩥ化をసࡗていࡅるかが大になࡗてࡃる。 
⮬ศのᐙにサーバー㸯ྎおࡃ必要もないので、ኪ、♫からᖐࡗてࡁての人がᐷている

㛫にも、୍人でプロࢪェࢡトを立ちୖげてあれこれやࡗているとい࠺よ࠺なことがྍ⬟な

代になࡗてࡁた。すでに࠺ࡑい࠺人たちはたࡃさࢇいる。 
 
いࢇࢁなྍ⬟ᛶが↓㝈にᗈがࡗているୡ界。これから IT のຊをࡗたࢶールがࢇࢇで

てࡃる。A:6 でも *RRJOH でも、ࡑのୖでືࡃ IT ⣔のサーࣅスを提供しているが、ࡑれら

はますますపᗮ化してい࠺ࡑ。ࡃすると、こࢇなことにࢇࡑな大がかりな⤌ࡳをࡗてⰋ

いのかとい࠺よ࠺なことをᖹẼでやれるよ࠺になる。 
ࡗてࡳないとわからないとい࠺ୡ界でもあり、ࡗてࡳないとࣁーࢻルが高ࡃᛮえてし

ま࠺ので、教育プログラムでゝえࡤ、A:6、*&3、A]XUH なをࡗて、こ࠺い࠺⤌ࡳ

をసࡗてࡳよ࠺とい࠺ことをయ㦂しておࡁࡃで、ࡑこにたまࡗているとてつもないつᶍ

のデータからఱかをᢳฟしてࡳまし࠺ࡻとい࠺よ࠺な⮬⏤な発の実⩦がよい。᫇ࡔと、デ

ータ࣋ースのス࢟ー࣐をసࡗて 64/ をࡗて、とい࠺ことであࡗたが、ࡑれはࡑれでᙺに

たつテー࣐ではあるが、⮬ศで大つᶍのデータからఱかをᑟいたりすることが、あࡗとい࠺

㛫にでࡁてしま࠺とい࠺య㦂をすることは㔜要なことࡔとᛮࡑ。࠺れらは、学ᰯ代にやࡗ

ておࡁࡃことࡔとᛮ࠺。⎔ቃࡅࡔをえて、⮬⏤にやらࡏてࡳることが大。 
 
すでにⳘ大なデータが集まࡗているので、ࡑれらをⱝい㢌で、ᰂ㌾にఱがでࡁるかを考えさ

ることも㔜要で、今ではࡏ *RRJOH の᳨⣴エンࢪンとྠࡌよ࠺な⤌ࡳをసࡗてしま࠺こと

もでࡁる。ඛ日ࡗたある人は、プライ࣋ートでୡ界中の≉ᐃ࢝テࢦリの⏬像を⮬ືⓗに集

めてࡁたサイトをసࡗてࢿࢪࣅスをしているとい࠺ヰを⪺いた。ࡑれは大したタഛもいら

⤌な大がかりなࢇࡑたらࡗࡔࢇࡔࡩ、アイデアḟ➨で。࠺てしまࡁでࡤ㸯ྎあれ&3、ࡎ

࠺ࡑ、たかも知れないがࡗがあࡳ⤌౯್ほのᯟ࠺ないといࡅてはいࡗを、ல⣽なことにࡳ

い࠺のをい័れてࡁて⮬ศにとࡗて面ⓑいものにࡗてよいとい࠺発になれれࡤいࢁ

 。るࡃなアイデアがฟてࢇ
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ேᮦࡍฟࢆᯝ⤖ࡢࡶࡿࡵồ࡚ࡏࢃྜࡳ⤌

今は、᪂しいᶵ⬟もྜࡳ⤌ࡰわࡏででࡁてしま࠺とい࠺ことが今の代のࣘニーࢡなと

こࢁで、ࡑれらのᶵ⬟のためのࢥーࢻを᭩ࡃ人も必要であるが、ᩘ は必要ではない。いかに

るかࡁて、♫がồめるものに⤖ᯝをฟすことに⮬ศの⬟ຊを発でࡏわྜࡳ⤌れらをࡑ

とい࠺人が多ᩘ必要となࡗてࡃる。 
⮬ศのᑓ㛛である࣓デアのୡ界でも、今ࡔと大ࡁな᪂⪺♫でも࠺ࡑであるが、⦅集部がと

てつもなࡃ人が多ࡃて、情報システム部㛛の人はᑡしࡅࡔとい࠺のがఏ⤫࣓デアの発展

を㜼ᐖしているとい࠺ことが明らかになࡗていて、これからは、⦅集部の中にエンࢪニアが

いるとい࠺ᙧにならなࡅれࡤならないとゝわれている。ࢿࢪࣅスの現ሙに㏆いとこࢁにエ

ンࢪニアがいてࡃれれࡤ⮬ศのࢿࢪࣅスが発展するとい࠺ことが常識にな࠺ࢁとしている。

 。るࡃてࡗなることがわかࡃニアのᩘがᅽಽⓗに㊊りなࢪするとエン࠺ࡑ
 
యࡿࡁ࡛ࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࢆே

᭱㏆、データにもと࡙いてྜ⌮ⓗなุ᩿がでࡁるよ࠺にពᛮỴᐃ者を支援するデータサイ

エンテストとい࠺⫋✀が╔┠されていて、ࡑれは㔜要な位置࡙ࡔࡅとᛮ࠺が、ࢇࡔࢇࡔ

యと⼥ྜしていࡃとᛮわれる。これまでは⤫ィ学ⓗな⣲㣴の中に、௬ㄝをసࡗて☜かめるこ

とがでࡁる౯್ほがゝわれてࡁたが、今は、ある✀の実を発見するのは AI がやࡗてࡃれ

て、データアࢼリストが AI のࢶールをࡗて大つᶍな情報をいࢇࢁなほ点でศᯒしていࡃ

デーࢇࢁもち。࠺にᛮ࠺るよࡃてࡗなࡃるので、≉ูなᏑᅾではなࡃてࡗたいな代になࡳ

タศᯒするとい࠺ᙺからアプローࢳするとい࠺ことも㔜要であるが、ၥ㢟はデータを

ーデࢥなことయを࠺よ࠺かといࡃでศᯒしていࡳ⤌なࢇ、るかࡃて集めてࡗや࠺

 。な人がồめられる࠺るよࡁートでࢿ
 
᪂࠸ࡋ௦ࡢ᪂࣮ࢩࣛࢸࣜ࠸ࡋ

データを࠺やࡗて౯್に変えるかとい࠺ことが㔜要となࡗてࡃるが、データはおᐈさࢇ

なの人に㛵するデータが中ᚰになࡗてࡃるとᛮわれるので、ࡑのデータを࠺い࠺ࡩ࠺

にᏲるかな、データをᢅ࠺リテラシーも㔜要となࡗてࡃる。ㄝ明もࡎࡏにᡭにデータを

集めてࡗてしまえࡤ、♫ⓗにၥ㢟になるので、࠺ࡑい࠺教㣴とい࠺かリテラシーもၥわ

れてࡃるとᛮわれる。 
 
集めるデータの中にはᶵᚤな情報もますますቑえていࡃとᛮわれるので、ࡑれらのㄆ識な

♫、であるが࠺ࡑこれは法ไ度ⓗにも。ࡃていࡗことの༴㝤ᛶは高まࡃていࡗデータをᢅࡃ

ⓗにࡳ࠺られるかな、いࢇࢁなほ点で≀の考え方をあらためていかないといࡅな

い。これは♫のୖᒙの人たちにも必要であるが、エンࢪニアにも必要となࡗてࡃる。 
これからは人も企業も᪂しい代の᪂しいリテラシーを学ࢇでいࡃことが必要となࡗてい

。࠺ࢁであࡃ  

᭷㆑⪅ࢢࣥࣜࣄ㸸

బࠎᮌ つ⾜Ặ 㸦ᰴᘧ♫ࢡラスࢵࣕ࢟ト代表ྲྀ⥾ᙺ㸧 
 
ᡤᒓᴗ㸸

♫名   ᰴᘧ♫ࢡラスࢵࣕ࢟ト㸦&ODVV&DW &R� /WG�㸧 
代表ྲྀ⥾ᙺ  బࠎᮌ つ⾜Ặ 
タ立   199� 年 10 月 2 日 
㈨本㔠   ��000  
業ෆᐜ  'HHS /HDUQLQJ フࣞーム࣡ーࢡの活用㸦THQVRU)ORZ㸧 
      %LJ'DWD フࣞーム࣡ーࢡの活用㸦ASDFKH 6SDUN㸧 
      ᶵᲔ学⩦・%LJ'DWD 実ド実㦂ࢥンサルテング 
      テࢡニ࢝ル・᪂つࢿࢪࣅスࢥンサルテング㸦人ᕤ知⬟㸧 
 ェアの企⏬・〇㐀・㈍㸦6DD6㸧࢘ソフトࢪーࢣࢵࣃ      
      テࣞ࣡ーࢡサーࣅスの提供 
᪥㸸ࢢࣥࣜࣄ

2020 年 1 月 1� 日 
 
ෆᐜ㸸ࢢࣥࣜࣄ

⟇⛎ࡿࡅ⥆ࡋฟࡳ⏕ࢆရၟࡢ⮬⊃

᪂ၟရ開発のためには、㢳ᐈニーࢬのᢕᥱとᑓ㛛ス࢟ルຊ、つまり࣐ーࢣテングとテࣀࢡ

ロࢪーの⼥ྜが必要ྍḞである。日㡭からྍ⬟な㝈り多ࡃの人とࡗてヰをするよ࠺

にດめている。ᙜ♫のၟရはとࢇがࡑのよ࠺なおᐈᵝやࣃートࢼーᵝとのヰからヒ

ントをいたࡔいて開発したもの。また、࠺ࡑしてᚓたアイデアをල現するために必要なのが

テࣀࢡロࢪーに㛵する情報収集。ア࣓リ࢝のエンࢪニアと 616 でὶするな、✚ᴟⓗに

ᾏእのືྥや᭱᪂ス࢟ルのリサーࢳにもດめている。 
 
ࡋ࡞ᡂຌ࡚ࡋࡃ࡞ࢻ࣮ࣆࢫࠊࡣࢫࢿࢪࣅ

ᙜ♫のᙉࡳはఱといࡗてもスࣆーࢻ。変化の激しいこの業界において、いࡃら♫㟂要にᑐ

ᛂした⣲ᬕらしいアイデアをᛮいついても♫にඛを㉺されてしまࡗてはពがない。ᙜ

♫はᑡᩘ⢭㗦をࣔࢵトーとしているので、大企業が♫ෆ調ᩚしている㛫に、いち᪩ࡃ〇ရ化

をල現することがྍ⬟。 
 
ே≀ീ࠸ࡓࡁാࡶ

ዲወᚰ᪲┒な人、᪂しいࣔࣀዲࡁな人とാࡁたい。アイデアの✀はこに㌿がࡗているかわ

からないから、AI に㝈らࡎୡの中のあらࡺるศ㔝に⯆のアンテࢼをᙇりᕠらしている人

がよい。⚾⮬㌟もいつまでも知ⓗዲወᚰをኻわない人㛫でありたいとᛮࡗている。 
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ᚋࣥࣙࢪࣅࡢ

企業としてもಶ人としても、変わらないことを大ษにしていࡁたい。ࢇなにᙉいᚿをもࡗ

て㉳業しても、企業の⤒営がᏳᐃしてࡃると、はࡌめの㡭の᪂㩭なẼᣢちをいつしかᛀれて

しま࠺。いつまでも㉳業したᙜのึᚰをᛀれࡎに日ࠎの業ົにྲྀり⤌ࡳたい。ࡑして、こ

れからもึᮇの࣐イࢡロソフトでᇵࡗた࣋ンࣕࢳー⢭⚄を⬚に、ୡの中に必要とされる〇

ရ・サーࣅスを提供し⥆ࡅていࡃ企業でありたいと考えている。 
 
ᙜ♫᭱ࡢ᪂ AI ࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯ

῝ᒙ学⩦ࣔデルを࣋ースとする多ゝㄒᑐᛂの⮬ືテ࢟スト要⣙ソリューションࠕ&ODVV&DW� 
TH[W 6XPPDUL]HU 0XOWLOLQJXDO (GLWLRQࠖの提供開ጞを発表した。 
ᑐᛂྍ⬟なゝㄒは日本ㄒとⱥㄒを中ᚰに 100 ゝㄒにΏり、㔜視するゝㄒの要⣙ရ㉁をあげ

るためにࢳューニングすることもྍ⬟。%(5T と⛠される⮬↛ゝㄒฎ⌮技術をᛂ用して

おり、実はᶆ‽ⓗな῝ᒙ学⩦フࣞーム࣡ーࢡの᭱᪂∧ THQVRU)ORZ 2�1 と 3\TRUFK 1�� を

用している。 
 
ᴗᙧែࡢኚ㠉ࡀᚲせ

日本は IT をᡓ␎ⓗにࡗていないᅜとい࠺༳㇟がᙉい。10 年以ୖも๓から⤫ィがでてい

て、IT エンࢪニアのこに位置しているかについて、日本ࡅࡔが業♫の中ᚰにいない。

のᅜでは、業♫の IT 部㛛にテࣀࢡロࢪーにも詳しࡃ業ົにも詳しい人が必ࡎいる。

今、スタートアࢵプの立ちୖげのの࣓ンバーは、技術、営業、࣐ーࢣテングの㸱人。ࡑ

れらがࡗࢁࡑていないとᢞ㈨しないとい࠺のがୡ界のトࣞンࢻ。テࣀࢡロࢪーࡅࡔではࢲ

࣓で、テࣀࢡロࢪーが࠺ୡの中を変えて、こでࢿ࣐タイࢬ㸦収┈業化㸧するか、࠺

やࡗてᗈげていࡃかとい࠺㸱つがないと、ࢿࢪࣅスにならないとい࠺ᙜ↛のことである。 
 
日本の企業の情報システム部㛛はインフラᑐᛂしかやࡗていないことがとࢇ。情報シ

ステム部㛛を㏻してእ部業者౫㢗している。ࡑれらの人は、⮬♫の業ົや業ᙧែをわか

ニࢪている。エンࡗ㉳こࢇさࡃルがたࣈていない。なので、現実ⓗにはᑟධにあたりトラࡗ

アはࢥーࢻを᭩ࡅるのはᙜ↛で、でも、ࡑれを࠺活用するのか、࠺活用でࡁるのかを考

える方が大。エンࢪニアもࢿࢪࣅスについてᢕᥱするために、ࡑれらがわかる部㛛でも

をする方がよい。ࡑれらのᅵተを育てるよ࠺な企業ᙧែの変㠉がồめられている 
 
ၥ㢟ࢆṇ☜ᢕᥱࡀࡇ࠺࠸࠸࡞࠸࡚ࡋၥ㢟

ᙜ♫の㢳ᐈᑐ㇟は、⮬ศたちの〇ရの◊✲開発部㛛をもࡗているとこࡑ。ࢁして日本ࡅࡔで

なࡃグローバル展開してᡓお࠺としている企業を支援している。ࡑれらの♫は、➇ྜ♫

が AI を活用しているので、AI をしࡗかり活用していかないとᡓࡗていࡅない。⮬ら変わࢁ

 。とする企業の支援をしている࠺ୡ界にฟて⾜こࡃでなࡅࡔとしていて、日本࠺

たࡔ、AI 活用について┦ㄯをいたࡃࡔ企業は、おᐈᵝにᑐして࠺アプローࢳするか、

にか、なࡃていࡗでやࢇ⤌ェーンをࢳサプライ࠺ AI を㐺用する๓にやることがあるとᛮ

える企業がまࡔまࡔ多い。 
 
⏬像ㄆ知ではなࡃ、⏬像ฎ⌮で༑ศであࡗたり、AI ⮬యがまࡔ要なෆᐜも多い。人のᡭ

でてࡁない㔞やスࣆーࢻをồめるとこࢁで AI が活用となࡗてࡃる。まࡔまࣘࡔーࢨーがၥ

㢟をṇ☜にᢕᥱしていないとい࠺ことが今のၥ㢟ࡔとᛮ࠺。 
㢌で考えられないことを IT に௵ࡏよ࠺するのがⰋいが、ࡑれが᭱㏆は AI 技術がฟてࡁた

で、AIࡅࡔ ありࡁではないはࡎ。ᒣをⓏりたࡃて㌴を㉎ධするなら、バスではなࡃᅄ㍯㥑

ືがいいですよࡡ。㍍⮬ື㌴でいいかもしれない。とい࠺ことで、AI からඛに考えるから

おかしࡃなる。 
 
AI とは、ࢥンࣆュータのソフト࢘ェアである。人㛫がプログラ࣑ングࡎࡏに、データがࣔ

デルをసࡗてࡃれるものが AI である。㈼ࡃなるか࠺かはデータḟ➨。ࡑこは人㛫ががࢇ

ンࢥ࠺なデータはこれですよとい࠺なるよࡃもない。なのでᙜ♫は、㈼࠺しよ࠺てもࡗࡤ

サルをしている。 
 
⏝ࢫ࣮ࢯࣥࣉ࣮࢜ࡣ࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉࡿࢀࡉ

デープラーニングは、࣋ースはデータからロࢡࢵࢪを⤌ࡑ。ࡴのためには、⭾大なデータ

が必要である。*A)A はデータを集めている、ࡑれがᕧ大化して㈼ࡃなࡗている。0LFURVRIW
が /LQNHGIQ を㈙収したものࡑれらのᡓ␎の୍⎔ࡔとᛮ࠺。業ࡑのものをしたかࡗたわࡅ

ではなࡃ、データがḧしかࡗたのࡔとᛮ࠺。 
 
⮬ศで⬻ࡑࡳをస࠺ࢁとするなら、࢜ープンソースのフࣞーム࣡ーࢡをࡗた方がよい。ࡑ

06、ࡃではな࠺ や *RRJOH なのࣈࣃリࢡࢡࢵラ࣋ࢻ࢘ンࢲーは、カ⦎῭サーࣅスの A3I
を提供しているので、解Ỵしたいソリューションがࡑれで 2. であれࡑࡤれをえࡤよい。

AI、ࡤなれ࠺ࡑ エンࢪニアは要で、アプリࢣーションエンࢪニアࡅࡔでよࡃなる。すで

にࡑこら中にデータは࣐ࣖあࡗて、サーࣅスもᏳ౯でえるよ࠺になࡗているので、ࡑ

れで῭ࡴソリューションもたࡃさࢇある。ࡑれらで༑ศなㄢ㢟もたࡃさࢇある。企業がఱを

したいかによࡗてࢶールを㑅ࡤよいとい࠺ことである。 
 
AI エンࢪニアとはఱをᣦしているかとい࠺ことにもよるが、AI の⬻ࡑࡳをసる人を AI エ
ンࢪニアとࡪのであれࡤ、カ⦎῭をࡅࡔ࠺では AI エンࢪニアとはない、ࡑれはア

プリࢣーションエンࢪニアである。ゝㄒに㛵しても 3\WKRQ を㑅ࡤなࡃでもよࡃ、-A9A で

もよいし &�でもよい。 
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ᚋࣥࣙࢪࣅࡢ
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ᑐᛂྍ⬟なゝㄒは日本ㄒとⱥㄒを中ᚰに 100 ゝㄒにΏり、㔜視するゝㄒの要⣙ရ㉁をあげ

るためにࢳューニングすることもྍ⬟。%(5T と⛠される⮬↛ゝㄒฎ⌮技術をᛂ用して
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でてࡁない㔞やスࣆーࢻをồめるとこࢁで AI が活用となࡗてࡃる。まࡔまࣘࡔーࢨーがၥ

㢟をṇ☜にᢕᥱしていないとい࠺ことが今のၥ㢟ࡔとᛮ࠺。 
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で、AIࡅࡔ ありࡁではないはࡎ。ᒣをⓏりたࡃて㌴を㉎ධするなら、バスではなࡃᅄ㍯㥑

ືがいいですよࡡ。㍍⮬ື㌴でいいかもしれない。とい࠺ことで、AI からඛに考えるから

おかしࡃなる。 
 
AI とは、ࢥンࣆュータのソフト࢘ェアである。人㛫がプログラ࣑ングࡎࡏに、データがࣔ

デルをసࡗてࡃれるものが AI である。㈼ࡃなるか࠺かはデータḟ➨。ࡑこは人㛫ががࢇ

ンࢥ࠺なデータはこれですよとい࠺なるよࡃもない。なのでᙜ♫は、㈼࠺しよ࠺てもࡗࡤ

サルをしている。 
 
⏝ࢫ࣮ࢯࣥࣉ࣮࢜ࡣ࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉࡿࢀࡉ

デープラーニングは、࣋ースはデータからロࢡࢵࢪを⤌ࡑ。ࡴのためには、⭾大なデータ

が必要である。*A)A はデータを集めている、ࡑれがᕧ大化して㈼ࡃなࡗている。0LFURVRIW
が /LQNHGIQ を㈙収したものࡑれらのᡓ␎の୍⎔ࡔとᛮ࠺。業ࡑのものをしたかࡗたわࡅ

ではなࡃ、データがḧしかࡗたのࡔとᛮ࠺。 
 
⮬ศで⬻ࡑࡳをస࠺ࢁとするなら、࢜ープンソースのフࣞーム࣡ーࢡをࡗた方がよい。ࡑ

06、ࡃではな࠺ や *RRJOH なのࣈࣃリࢡࢡࢵラ࣋ࢻ࢘ンࢲーは、カ⦎῭サーࣅスの A3I
を提供しているので、解Ỵしたいソリューションがࡑれで 2. であれࡑࡤれをえࡤよい。

AI、ࡤなれ࠺ࡑ エンࢪニアは要で、アプリࢣーションエンࢪニアࡅࡔでよࡃなる。すで

にࡑこら中にデータは࣐ࣖあࡗて、サーࣅスもᏳ౯でえるよ࠺になࡗているので、ࡑ

れで῭ࡴソリューションもたࡃさࢇある。ࡑれらで༑ศなㄢ㢟もたࡃさࢇある。企業がఱを

したいかによࡗてࢶールを㑅ࡤよいとい࠺ことである。 
 
AI エンࢪニアとはఱをᣦしているかとい࠺ことにもよるが、AI の⬻ࡑࡳをసる人を AI エ
ンࢪニアとࡪのであれࡤ、カ⦎῭をࡅࡔ࠺では AI エンࢪニアとはない、ࡑれはア

プリࢣーションエンࢪニアである。ゝㄒに㛵しても 3\WKRQ を㑅ࡤなࡃでもよࡃ、-A9A で

もよいし &�でもよい。 
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AI ᴗ⏺≦⌧ࡃࡲࡾࢆㄢ㢟

日本の AI にᑐする◊✲開発㈝ண⟬がやࡗと ��0 ൨ࡃらいついたが、⡿ᅜや中ᅜは 1�000
൨を㉸えていてࢣタ㐪い。ᇶ♏◊✲でてるẼがしない。ࡑこにお㔠をࡃ࠺らいなら、あ

るものを࠺とい࠺ᛂ用ศ㔝ࡗ⾜た方がᚓ⟇ࡔとᛮ࠺。ᇶ♏◊✲のㄽᩥのᩘでい࠺と、日

本はとࢇなࡃて、今や中ᅜは⡿ᅜを㉸えている。日本では学ないので␃学した方がよ

 。とᛮえるࡔࡁで、ᛂ用にᑓᛕす࣓ࢲているのが現状。日本は、ᇶ♏◊✲はࡗなࡃ
ୡ界の AI 人材は、年収 ��000 がᶆ‽ⓗである。୍部のᅜෆ IT 企業でも᭱高Ỉ‽の年

収 2�000 㹼��000 でฎ㐝し、⡿ᅜ企業ともᡓえる報㓘ไ度でᑐᢠしている。しかしࡑ

れࡅࡔの⤥を支ᡶえる企業がれࡅࡔቑえ、れࡅࡔᡂᯝをあげられるかはㄢ㢟である

ともᛮえる。 
 
AI 業界での人材ニーࢬは高いとᛮ࠺。カ⦎῭のサーࣅスは、ますますࣔࢥデテ化して

いࡃが、ࣈࣃリࢡࢡࢵラ࣋ࢻ࢘ンࢲーが提供するサーࣅスでは㊊りないことがある。⮬♫

ルの〇ရにࢼࢪリ࢜ AI を㐺用してఱかをしよ࠺と考えたとࡁ、୍⯡ⓗなデータを活用する

ことがでࡁないሙྜがある。 
たとえࢵࢥ、ࡤプの⏕⏘においてࢬ࢟があるලྜရを見つࡅฟすよ࠺なሙྜなが࠺ࡑ

である。⮬♫で学⩦をさࡏる⤌ࡳをసࡗていࡃ必要がある。たࣈࣃ、ࡔリࢡࢡࢵラ࣋ࢻ࢘

ンࢲーも、ࡑのよ࠺な࢝スタ࣐イࢬにᑐᛂでࡁるよ࠺になࡗてࡁている。 
 
᭱ඛ➃ࡵࡓࡢᇶ♏ࡽᏛࡪ

AI のサーࣅスは、ますますᗈ⠊ᅖに多✀多ᵝなことにᑐᛂでࡁるよ࠺になࡗてࡃるが、ࡑ

⤌れらのᇶ♏技術やࡑ。るࡃてࡗている人がῶࡗれらを支えるᇶ♏技術を知ࡑ、すると࠺

ると、要は今からࡃてࡗにな࠺を知らないでもసれるよࡳ *RRJOH はసれないとい࠺ことに

なり、᰿ᖿはᾏእの企業にᢚえられたୖで、ࣘーࢨーの立ሙになࡗてしま࠺。 
 
小学ᰯのプログラ࣑ングもጞまるが、ఱがやりたいか見えない。ᇶ♏ཎ⌮もわからࡎ、ࣔ ࣀ

がືࡅࡔࡃでよいのか、とい࠺ことを༴している。小学ᰯの教ဨのၥ㢟でもある。今用ព

されているࢶールࡅࡔではなࡃ、なࡐプログラムとい࠺のが必要なのか、࠺い࠺ᙺなの

かとい࠺よ࠺なことを知らࡎに教えて、ᑗ᮶ᛶが࠺なのか。ࢥンࣆュータの㯪明ᮇは、要

ていた。26ࡗࡃェアをつ࢘ࢻーࣁとにࡈ௳ もなかࡗた。ソフト࢘ェアがなかࡗた。ࢥンࣆ

ュータを㈙ࡗたおᐈさࢇが業ົアプリࢣーションをసࡗていた。ࢇࡑな代のことは、今は

᫇となࡗているが、ࡑの㡭の技術や発はとても大なのではとᛮ࠺。 
たとえࡤ今ではㄽ⌮学を学ࡤなࡃてもアプリࢣーションは開発でࡁるよ࠺になࡗているが、

ュータにおいてࣆンࢥないこともある。᭱ඛ➃の㔞Ꮚࡁていないとでࡗれらのᇶ♏を知ࡑ

も、実はㄽ⌮からධる。代はᇶ本にᡠࡗてもࡗているឤぬもある。ᇶ♏◊✲にはᩘ学

が必要で、㔞Ꮚࢥンࣆューでは≀⌮学も必要。すての人にࡑれらが必要であるかはၥな

ので、ᇶ♏から学ࡪ人と、ᛂ用から学ࡪ人、人材育ᡂについては、୧方用ពして、㑅るよ

 。れにしても業ົの知識は必要であるࡎにするのがよいのではと考えている。い࠺
 
AI ⫱ᩍࡢ࡚ࡅྥᡂ⫱ࢽࢪ࢚ࣥ

これから AI 業界のエンࢪニアになるために、まࡎは、デープラーニングライࣈラリであ

る THQVRU)ORZ㸦テンソルフロー㸧や、3\TRUFK㸦ࣃイトーࢳ㸧はえるよ࠺になࡗておࡃ

ことがよいとᛮ࠺。 
ニアもཧຍしているのࢪな♫のエンࢇࢁているから、いࡗ活ືも活発にやュニテ࣑ࢥ

で、ࡑれにཧຍしたり、エンࢪニアྠኈの集まるሙᡤに㢦をฟすことも大。 
れら以እについては、ᮾி大学大学㝔のᯇᑿ㇏Ặが⌮長をົめる୍⯡♫ᅋ法人日本デࡑ

れらをཧ考にするのがよいのでࡑ。ープラーニング༠が実している㈨᱁ヨ㦂がある

はないか。༠では、デープラーニングに㛵するᇶ♏知識を有し、㐺ษな活用方㔪をỴᐃ

して業ᛂ用する⬟ຊをᣢつ人材㸦ࢪェࢿラリスト㸧をㄆᐃする * ᳨ᐃと、デープラー

ニングの⌮ㄽを⌮解し、㐺ษなᡭ法を㑅ᢥして実する⬟ຊをᣢつ人材㸦エンࢪニア㸧をㄆ

ᐃする ( ㈨᱁がある。 
て教育ィ⏬をたてたり、ᑓ㛛学ᰯのඛࡗࡑれにࡑ、たシラバスがあるのでࡗࡔれయ⣔ࡒれࡑ

⏕たちは、ࡑれらの㈨᱁ྲྀᚓにྥࡅたෆᐜを教えるㅮᖌや㈨᱁者が実するࢼ࣑ࢭーやㅮ

ᗙをཷㅮすることがよいのではないかとᛮ࠺。 
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 。とᛮえるࡔࡁで、ᛂ用にᑓᛕす࣓ࢲているのが現状。日本は、ᇶ♏◊✲はࡗなࡃ
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᭱ඛ➃ࡵࡓࡢᇶ♏ࡽᏛࡪ
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᭷㆑⪅ࢢࣥࣜࣄ㸸

ྜྷἑ 㞝 Ặ、∾ ㈗ᏊẶ 㸦ᰴᘧ♫ %AI62.8 代表ྲྀ⥾ᙺ㸧 
 
ᡤᒓᴗ㸸

♫名   ᰴᘧ♫ %AI62.8 
代表ྲྀ⥾ᙺ  ྜྷἑ 㞝 Ặ、∾ ㈗ᏊẶ 
タ立   200� 年 2 月 2 日㸦業 2001 年 � 月 1 日㸧 
㈨本㔠   2�000  
業ෆᐜ  ・システム開発� 活ືシステムࠖをࠕ IT 化 

・データ࣋ース化 㢳ᐈデータなࠕ⢒をቑやすࠖ⤫ྜデータ࣋ース化 
・データศᯒ  ࣎トルࢡࢵࢿを見つࡅてࠕ⢒をቑやすࠖデータศᯒ 
・'; 化᥎進  '; 化によるࠕᅽಽⓗなᙉࡳをつࡃるࠖサ࣏ート 

᪥㸸ࢢࣥࣜࣄ

2019 年 9 月 9 日 
 
ෆᐜ㸸ࢢࣥࣜࣄ

⤒Ⴀ⪅ࡀ⤒Ⴀ࠸࡞࠸࡚ࡋࢆ

ᙜ♫は㉳業して 20 年ࡃらいࡔが、ᙜึ、大ᡭ企業中ᚰにᑐᛂしていたが、ࢇࡔࢇࡔ小さな

♫にもᑐᛂし、ࢇな♫にも IT をᑟධするとい࠺ことをやࡗてࡁた。ここ㸲㹼㸳年、

♫のサイࢬに㛵ಀなࡃ、㔠㢠に㛵ಀなࢇ、ࡃなつᶍにもᑐᛂでࡁている。中小企業にᑐ

ᛂしている中で、࠺やࡗて IT をᑟධして、ຠ⋡化、⏕⏘ᛶྥୖ、ാࡁ方ᨵ㠉を࠺やࡗ

て実現していࡃかと考えたとࡁに、いࡃつかのቨがあࡗて、୍ つは、⤒営者が本㉁ⓗに⤒営

をしていないとい࠺ことが᰿本ⓗなㄢ㢟であることにいࡁついた。 
中小企業は、ࢇࡳなで㡹ᙇ࠺ࢁ方ᘧで、現ሙにをᢞげしている⤒営方ᘧが多い。⤒営

者は現ሙにዲࡁなよ࠺にやらࡏている。࠺ࡑすると、ప㈤㔠になࡗてしま࠺。大༞ึ௵⤥ࡃ

らいのまま⥆いているよ࠺なឤࡌ。ᕤሙであ࠺ࢁがサーࣅス業であ࠺ࢁがྠᵝである。  
 
中小企業は、本᮶はయ᭱㐺で┈をୖげて、ᢞ㈨もし、♫ဨにも㑏ඖし、Ọ⥆かつᑡしࡎ

つでも発展すࡔࡁと考えている。しかし、現ሙᢞげの⤒営をしていると、⤒営の࣋ース

となるのがప㈤㔠とい࠺ことになる。つまり、Ᏻいປാຊをいかに☜ಖしてまわすことが、

♫Ꮡ⥆のࣔ࢟になり、➨୍になࡗてしまࡗていることが多い。࠺ࡑすると、IT ᑟධは、

のḟ、୕ のḟになࡗてしま࠺。とにかࡃᏳいປാ者をࡗたり、㎡めないよ࠺にするため

に⮬⏤にやらࡏれࡤいいとい࠺ことになり、⤖ᯝ、現ሙ௵ࡏとなる。 
 
業⦼がよࡃなࡗてࡃると、人㛫のຊではᅇらなࡃなり、ࡑこではࡌめて IT をᑟධすること

を考えるよ࠺になる。ࢇࡑなὶれでᙜ♫に┦ㄯがࡁて、ヰを⪺いてࡳると、ࡔいたい⤒営が

୍、ていないことがわかる。現ሙにᢞげⓗにしているのでࡗいࡃま࠺ 人が多⬟ᕤⓗになり、

 。ࡃな✰があࡁと大࠺して㎡められてしまࡑ。しているࢇさࡃて、ṧ業もたࡃの人はఇめなࡑ
 
れらのᨵၿのためにࡑ IT をᑟධして、ാࡁ方ᨵ㠉のὶれにἢࡗて、⤖ᯝもࡔし、ṧ業もῶ

らして、┈をฟして、♫がỌ⥆していかなࡅれࡤならないが、࠺ࡑい࠺ことを考える

ࡔまࡔ営者が、ま⤒ࡁ IT を活用するព識になࡗていない。 
 
࣒ࢸࢫࢩຊᆺື࡞ࢫ࣒࣮ࣞࢩ

ならࡤれࡅなࡃしたらよいか考えたに、システムᑟධにはᅽಽⓗに᪩࠺こで、ᙜ♫はࡑ

ないと考えた。୍ ⯡ⓗに࢛࢘ーターフ࢛ールといわれる開発方ᘧでは、要௳ᐃ⩏やタィや開

発なの⾜⛬があるが、ࡑれをやࡗていると༙年から 1 年とかもࡗとかかる。中小企業の

中にはࡑれらがでࡁる人はいないし、⤒営者は࢟ࢻュ࣓ントで見ࡏられてもわからない。ࡑ

こで、ືࡃものを見ࡏ、すࡄに✌ാにこࡂつࡅるよ࠺にした。 
 
中小企業では、IT が部ศⓗなࢶールとしてධࡗているが、シームࣞスな概ᛕⓗなデータ࣋

ースが୍つでつながࡗているよ࠺な⤌ࡳになࡗているよ࠺な♫がᑡない。シームࣞス

システムがᑟධされていて、ࡑれを࠺まࡃ活用している♫が見たことがない。情報の࣐ス

ター化がでࡁておらࡎ、さまざまな情報にࢥーࢻをࡗていなかࡗたり、ࡗていても㔜」

していたりして、࣐スター化するのが୍ⱞປとなる。 
 
中小企業の IT ᑟධについて、ࢶールによࡗて⣽ษれにຠ⋡化したを人が⿵࠺よ࠺なᙧ

ែではなࡃ、ᙜ♫がいື࠺ຊᆺシステムを່めている。ࡑれらは、人㛫のをシステムで

シームࣞスに⮬ື化し、ࢦールである┈にྥࡅてဨがࡗかࡗて⮬㉮し、よりຍ㏿度が

あがるよ࠺な⤒営スタイルに変えていࡃ⤌ࡳである。ࡑれらには、まࡎ見える化のヨ⾜㘒

ㄗ開発とືຊᆺシステムを⌮解していたࡁࡔ、✌ാさࡏるとデータがたまࡗてࡃるので、ࡑ

れをศᯒして業ົᨵၿ 3'&A をまわす。これらによࡗて中小企業のỌ⥆化かつ┈アࢵプ

をめざし、♫ဨをྵめて≀ᚰ୧面のᡂຌおᙺ立ちしたいとい࠺ᛮいでやࡗている。 
 
AI  IT ⤒Ⴀ

年から AI にྲྀり⤌ࡳጞめた。中小企業の業ົのデータは現ሙにたまࡗているので、ࡑれ

を࠺まࡃ活用して、人㛫ࡅࡔではわからない業ົᨵၿの知見をࡑこからᢳฟしよ࠺とヨࡳ

た。しかし、ࣁー࢘ࢻェアの面や⢭度のၥ㢟ながあり、中小企業のもつデータをもとに、

業ົᨵၿ 3'&A につなげるロࢡࢵࢪがまࡔでࡁていない。いࢁいࢁヨࡳてやࡗてࡳたが、

今の⢭度ࡔと、まࡔ⤫ィ学ⓗなデータศᯒの方がᙉいとឤࡌている。 
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中にはࡑれらがでࡁる人はいないし、⤒営者は࢟ࢻュ࣓ントで見ࡏられてもわからない。ࡑ

こで、ືࡃものを見ࡏ、すࡄに✌ാにこࡂつࡅるよ࠺にした。 
 
中小企業では、IT が部ศⓗなࢶールとしてධࡗているが、シームࣞスな概ᛕⓗなデータ࣋

ースが୍つでつながࡗているよ࠺な⤌ࡳになࡗているよ࠺な♫がᑡない。シームࣞス

システムがᑟධされていて、ࡑれを࠺まࡃ活用している♫が見たことがない。情報の࣐ス

ター化がでࡁておらࡎ、さまざまな情報にࢥーࢻをࡗていなかࡗたり、ࡗていても㔜」

していたりして、࣐スター化するのが୍ⱞປとなる。 
 
中小企業の IT ᑟධについて、ࢶールによࡗて⣽ษれにຠ⋡化したを人が⿵࠺よ࠺なᙧ
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れをศᯒして業ົᨵၿ 3'&A をまわす。これらによࡗて中小企業のỌ⥆化かつ┈アࢵプ
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さらに AI につなげていࡁたいとい࠺Ẽᣢちはᙉいが、まࡔᚑ業ဨ 100 人以下の中小企業と

AI の㛫には、とࢇでもない㊥㞳があるよ࠺にᛮ࠺。IT との㊥㞳すらまࡔまࡔある。IT ᑟධ

では┈とつながることはᑡなࡃ、実㝿、IT でຠ⋡をୖげても┈を⏕まないとい࠺こと

がいࢇࢁな面でわかり、ࡑれでは⤖ᒁ、人をῶらさないと┈があがらないとい࠺ことにな

る。࠺ࡑすると、⤒営⮬యを変えないといࡅないことがわかࡗた。ࡑこで、ࠕ中小企業の⤒

営者は⤒営をやࡗていないࠖとい࠺考えになࡗた。 
中小企業のこれからの⤒営者は、IT ⤒営をࡁちࢇとやるࡁであるとともに、IT でຠ⋡化

することによࡗてࢥスト๐ῶさࡏるとい࠺ことࡅࡔでは࣓ࢲで、本業に IT をࡅ⟬してࡁ

ちࢇと౯್に変えないといࡅないことにẼ࡙いた。さらに、IT をもࡗともຠᯝⓗに活かす

ために、本業を変えていࡃとい࠺Ẽ概がないと、中小企業にはこれからඛがないのではとい

ື、こでࡑ。ているࡌことを᭱㏆ឤ࠺ ຊᆺ IT を提している。┈システム化をᅗࡗたり、

もの࠺とい࠺れらは⮬♫のデータを見てุ᩿していこࡑ、たりࡗストの見ᆅを変えていࢥ

である。 
 
AI ௦ࡢࢽࢪ࢚ࣥࡢ⫱ᡂ

AI についてゝ࠺と、AI をఱのためにࡗて活かしていࡃのかとい࠺とこࢁの明☜化が必要

である。ࡑこは、エンࢪニアにとࡗてはやりがいともつながるとこࢁであるが、下ᡭをする

と、AI はࣈラࢡࢵ࣎ࢡࢵスⓗなとこࢁがᙉࡃ、データをᨺりこめࡤㄡがやࡗてもྠࡌ⟅え

がでてࡃるので、AI にᢞධするためのデータのຍᕤᒇになࡗてしま࠺。エンࢪニアとして、

⮬ศは♫のఱのᙺに立つのかとい࠺のが≉にこれからࡑれが大になる代ࡔとᛮ࠺。

今までは、♫にධれࡤ、♫があれやれこれやれとゝࡗてࡃれた代ࡗࡔたので、ࡑれは

イࣖなこともあるࡅ、ᴦࡗࡔたともゝえる。これからは⮬ศに⩏ᙇをもち、⮬ศから

⋡ඛしてやらないと、࠺ࡑでない人は必要がなࡃなࡗてࡃる。 
 
学ᰯでのエンࢪニアの育ᡂに㛵して、♫がồめる人材となるためには、まࡎは♫の現実

をఏえることが必要ではないかとᛮ࠺。⤒営とはఱかを知らないと⤒営者になれないし、⮬

♫や㢳ᐈの⤒営者にᑐして提もでࡁない。⤒営者になる๓でも、⤌⧊とい࠺ものが࠺い

 。ないࡅⓗでᏑᅾしているかを知らないとい┠࠺
実㝿、中小企業の⤒営者にࢥストのព識をしているかと⪺ࡃと、とࢇが࠺ࡑでないとゝ

るからわかるが、ୖࡃてࡗストがわからないと┈もわからない。ୖはお㔠がධࢥ。࠺

はわかࡗても┈がわからないとඈかࡗているのか࠺かがわからない。今日、┈をฟす

 。てをጞめる人はᑡないࡗとᛮࡒ
♫の⤌ࡳや、お㔠に㛵して、ୖ、┈、ࢥストがあࡗて、ࢥストにはこࢇな✀㢮があ

るとい࠺よ࠺な┈の⤌ࡳはしࡗかり知ࡗておࡁࡃである。ࢥストの⤌ࡳがわかࡗ

ていないと、᪂つᢞ㈨もⓗ☜にはでࡁない。れࡅࡔ┈をあげるために、れࡅࡔᢞ㈨す

るかとい࠺ṇしいุ᩿がでࡁない。 

おᐈᵝの業ົは、いࡃつかのࣃターンにศかれる。ࡑれらを学⏕代にᑡしは知ࡗておࡃ

ཱྀྲ、ているのかࡗでᡂり立ࡳ⤌なࢇ〇㐀業なら、ࡤたとえ。࠺とᛮࡔࡁ 発ὀのこととか、

日本のၟ័⩦ࡔとか、現ሙのࢿࢪࣅスのὶれのよ࠺なものを知ࡗておࡃことが大である

とᛮ࠺。 
 
୰ᑠᴗࡢᴗົᨵၿ

日本の中小企業のᩘは、ୡ界ⓗに見てもものすࡃࡈ多いが、ࡑの多ࡃは⏕⏘ᛶがᝏい。ࡑれ

らの解Ỵのために IT や AI の活用が望まれるが、࠺ࡑ⡆༢ではない。たとえࡤ〇㐀業で、

᳨査を人の┠で見てやࡗているのを、AI をࡗて⏬像ㄆ識でⰋရࢳェࢡࢵをしたいと┦

ㄯされたが現実ⓗにはཝしかࡗた。AI を࠺とれࡃらいຠᯝⓗかを考えるにᇶ本ⓗにࢥ

ストがあわない。立య≀にᑐして、୍ 方ྥからの⏬像では᳨査でࡁないし、デープラーニ

ングさࡏるには、多ࡃのⰋရを᳨ฟさࡏて学⩦さࡏることが必要となるが、ࡑもࡑもⰋ

ရは࠺ࡑ多ࡃはない。⤖ᒁ、Ⰻရのࢳェࢡࢵよりは、Ⰻရをฟさない方に࣡ࣃーをかࡅ

た方がຠ⋡ⓗであることになる。これらのよ࠺に、本᮶のㄢ㢟はఱかとしࡗかりᐃ⩏しない

とពがなࡃ、業ົのᯞⴥではなࡃ本業のてこධれがඛỴであるとឤࡌるも多い。 
 
業ົᨵၿは、いࢇࢁなシ࣑ュࣞーションをやࡗてࡳて、やࡗてࡳないとわからないことが多

い。たとえࡤ、ムࢲな㛫があるから、AI でఱとかならないかとい࠺┦ㄯをཷࡅるが、ま

ࡳに見える㛫も現ሙの人㛫にヒアリングしてࢲは௬ㄝがたてられないことが多い。ムࡎ

ないと、本ᙜにムࢲか࠺かがわからない。♫の┈と♫ဨの┈の୧方を⥲ྜⓗに見な

いと、⤖ᒁ、人ῶらしをするのがよいとุ᩿してしま࠺ことになることが多い。 
 
AI ேᮦồࡇࡿࢀࡽࡵ

AI の人材を育ᡂするには、ᩘ学のᇶ♏をしࡗかりやࡗておࡃことが望まれる。AI こᩘࡑ学

をしࡗかり⌮解しておかないといࡅないとᛮ࠺。ᚤศ✚ศ、⾜ิ、⥺ᙧ代ᩘは必㡲。デー

プラーニングはなࡐᚤศするのかとい࠺のがわかࡗていないと有ຠにえない。ᩘ学のఱ

が必要かとい࠺と、たとえࡤ⾜ิなら、⾜ิのࡅ⟬について、ィ⟬方法ではなࡑ、ࡃれが

ていることが必要。බᘧにしても、ぬえていࡗពでఱを表わしているのかがわか࠺い࠺

るࡅࡔではពがなࡑ、ࡃのពがわかると面ⓑさが見え、㐺用でࡁるᑐ㇟が見えてࡃるこ

ともある。学ᰯ代のᩘ学のຮᙉをやりなおすのではなࡃ、ୡの中での活用を知るといࡗた

ឤぬ。ᩘ学᎘いの学⏕でも、⯆をもつࡗࡁかࡅをసࡗてあげると、はまる学⏕もいる。 
⤫ィ学についても知ࡗておࡃことが望まれるが、要は教え方が大になࡗてࡃる。 
ゝㄒに㛵してもྠᵝ。AI を活用のためのゝㄒのᩥ法ࡅࡔぬえてもあまりពがない。アル

方がよい。AI㸻3\WKRQࡔࢇングについてᇶ♏のᇶ♏を学࣑ムやプログラࢬリࢦ ではない。

ᡭ㍍にえるとい࠺ことで、いまὶ⾜しているが、㐜ࡃてえないศ㔝もあるし、このඛま

た᪂しいゝㄒがฟてࡃるかも知れない。 
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今や⤒営は、⛉学でやる代である。ඈかࡗている♫はࡳな⛉学ⓗに⤒営している。 
ちࢇࡷと⤒営のことがわかࡗて、IT がわかࡗて、AI のᇶ本ࡃらいがわかࡗている。࠺ࡑい

の⤒営にཱྀฟしするまではいか♫⮬。࠺ࢁࡔ営者はຓかる⤒ࡤれࡃ立ち位置でධ♫して࠺

ないにしても、まࡎはᙜ♫のよ࠺なእ部のサ࣏ート企業とのインターフェイスがでࡁるࡔ

 。でもពはあるࡅ
 
ᙜ♫ࡢክ

ᙜ♫は、♫ဨを⊂り立ちでࡁるよ࠺に育てて༞業さࡏる考えをもࡗていて、㉳業の支援もし

ている。ᙜ♫のやࡗている中小企業支援のやり方は、たࢇࡪこもやࡗていないとᛮ࠺ので、

ᆅ方にもᗈげていࡁたࡃて、ࡑれをⱝ者にやࡗてもらえないかなと考えている。ᆅ域を活ᛶ

さࡏるには、ࡑのᆅ域の企業がしࡗかり立ちୖがり、ࡑして大ࡃࡁなれࡤ㞠用が⏕まれる。

IT を活用してᆅ域⏕やᆅ方活ᛶをᅗり、㉳業ࡑのものも IT のഃ面で支援していࡁたい。 
 
 

 

ࡵࡲ

 
AI 業界の㸳名の有識者から、多ᵝな視点でインタࣅューさࡏていたࡁࡔ、業界の現状と人

材像について㈗㔜な情報をいたࡅࡔた。視点は異なࡗてもඹ㏻のෆᐜも多ࡑ、ࡃれらについ

て以下にまとめる。 
 
AI ᴗ⏺ࡢ⌧≧

AI は◊✲ẁ㝵から、さまざまなศ㔝で活用されるフェーࢬにධり、ࡑのつᶍや活用⠊ᅖは

⇿発ⓗに大ࡃࡁᗈがࡗている。AI を活用するために多ࡃの知識や高い技術は必要なࡃなり、

すでに用ពされているࢶールをᏳ౯で用ྍ⬟な⎔ቃがでࡁているが大ࡃࡁ㉳ᅉしている 
᭱᪂のアルࢦリࢬムは࢜ープンソースで提供されていて、システムをࢮロからసらなࡃて

もよࡃ、提供されている⤌ࡳをᏳ౯に࠺まࡳ⤌ࡃあわࡏて、企業ྛ♫がồめるデータをస

りฟしたりศᯒしたりして、ࡑのデータの活かし方を考えていࡃ代となり、ࡑれらをᢸ࠺

人は♫のᩘࡅࡔ必要とされている。 
 
さらに、AI のソリューションは、サーࣅスインしたあともデータを学⩦し⥆ࡅて、ࣃラ࣓

ータ調ᩚをしていࡃことでさらに⤖ᯝがฟされていࡃので、AI はᑟධしてからが㔜要な

であり㈇である。集められたデータを㥑して、ḟの౯್を⏕ࡳฟし、᪂しい発見を

♫にもたらすが㔜要となる。ࡑれらに必要な人材は⥅⥆ⓗに必要となࡗてࡃる。 
 
こに。れらの⎔ቃの中で㔜要なのは、高い技術ຊよりもアイデアであるࡑ AI を࠺か、

ールがࢶら⣲ᬕらしいࡃことが㔜要となる。また、い࠺こを業⦼ᨵ㠉やຠ⋡化するかとい

用ពされていても、解Ỵすࡁㄢ㢟が明☜になࡗていないとຠᯝはない。解Ỵしたい᰿本ⓗ

なၥ㢟はఱなのか、AI 技術がえるか࠺かのุ᩿も㔜要であり、AI が㐺用でࡁるよ࠺な

ㄢ㢟のศ解がちࢇࡷとでࡁているかとい࠺ことや、AI をఱのためにࡗて活かしていࡃの

かの明☜化が必要となる。 
 
ఱにᑐして AI のఱかḟ➨で、AIࡑ、が必要でࡁらめࡦ、点において࠺かとい࠺ールをࢶ
が♫にཬࡰすインࢡࣃトを᭱大化することがでࡁる。 
 
ᚲせࡿࢀࡉேᮦീ

AI 業界で活㌍する人材は、これからますます必要となࡗてࡃる。多ࡃの人材が必要なのは、

企業が必要とするエンࢪニアリングに長ࡅた人である。必要なデータをためるための⤌

 。る人ࡏて情報をศᯒし⤖ᯝをฟࡗࡃま࠺ールをࢶをసり、用ពされているࡳ
エンࢪニアとしてࢇなことがでࡁるかとい࠺⌮⣔ⓗな発ࡅࡔでなࡃ、アイデアをᙧに

していࡃよ࠺なࢡリエイテࣈな⬟ຊをഛえている人が必要である。ᰂ㌾なヨࡳがでࡁや
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すࡑ、ࡃれらこࡑが必要な代になࡗてࡁたので、ᆺにはまࡗてこ࠺でなࡅれࡤならないと

い࠺ព識では㏻用しない。 
また、࣐ーࢣテングとテࣀࢡロࢪーの⼥ྜも必要ྍḞであり、⤒営のことがわかࡗ

て、IT がわかࡗて、AI のᇶ本がわかࡗている人が今後ますます必要となる。AI に㝈らࡎ

ୡの中のあらࡺるศ㔝に⯆のアンテࢼをᙇりᕠらしている人がዲましい。 
 
ࡢ௦ࡢࡽࢀࡇ AI ேᮦ⫱ᡂ

ㄡでも⡆༢にえるࢶールがࡗࢁࡑているので、ࡑれらをࡗてᡭをືかすとい࠺ことが

㔜要となࡗてࡃる。A:6、*&3、A]XUH なをࡗて、こ࠺い࠺⤌ࡳをసࡗてࡳよ࠺と

い࠺ことを実య㦂しておࡁࡃである、ࡑれらはすでにㄡでもこからでもᏳ౯で用で

と࠺よࡳている大つᶍのデータからఱかをᢳฟしてࡗこにたまࡑ。ているࡗる⎔ቃがᩚࡁ

い࠺よ࠺な⮬⏤な発の実⩦をすることがዲましい。実㝿、業界で用されているデープ

ラーニングライࣈラリである THQVRU)ORZ㸦テンソルフロー㸧や、3\TRUFK㸦ࣃイトーࢳ㸧

なをࡗていࢇࢁなయ㦂をしておࡃことがồめられる。⎔ቃࡅࡔをえて、⮬⏤にやらࡏ

てࡳることが大である。 
 
ඛ⏕が教えるとい࠺教育ではなࡃ、᭱ ึに₍↛としたㄢ㢟とえるࡅࡔで、あとはグループ

࣡ーࢡで、学⏕⮬㌟が、データを࠺集めてࡁて、࠺ศᯒしたら⤖ᯝがでるのかを考え、

᭱後にプࣞࢮンして㆟ㄽするとい࠺学⩦య⣔がዲましい。ス࢟ルを活用していࡃことが

大で、ࡑのためには⮬ศの発と⤖びつࡅて活かすよ࠺な、⮬ศで考えるとい࠺教育య⣔

がこれからの AI 代には㔜要となる。 
 
AI のୡ界では、実ドされない௬ㄝもたࡃさࢇあり、ኻᩋで⤊わることも多ᩘある。トライ

㸤エラーとい࠺ことが୍⯡ⓗなୡ界なので、ࡑれらを⧞り㏉しながらやࡗていࡃことが大

となる。ኻᩋなࢇかᚰ㓄する必要ないとい࠺᪂しい࢝ルࣕࢳーをసࡗていࡃことが大

である。 
 
IT に㛵するᇶ♏技術知識やᩘ学の知識なも必要である。学ᰯ代のᩘ学のຮᙉをやりな

おすのではなࡃ、ୡの中で࠺活用されているかを知るといࡗたឤぬで、ᴦしࡳをもࡗて学

 。ることが大であるࡏࡤ
 
AI のᩘ学知識る技術のをするには、ᚤศ✚ศ、⾜ิ、⥺ᙧ代ᩘなࡏールを進化さࢶ

は必㡲である。 
に㓄置されるࢁスの現ሙに㏆いとこࢿࢪࣅ、スの発展のためにࢿࢪࣅの♫⮬、ࡃではな࠺ࡑ

エンࢪニアについては、⤒営の知識や┈ᵓ㐀の知識、さらに業ົの知識やၟ⩦័の知識も

必要となる。 

エンࢪニアとして、⮬ศは♫のఱのᙺに立つのかとい࠺┠ⓗព識をもࡗて学び、をす

ることがこれから大になる代である。 
 
また、データをᢅ࠺情報࢟ࢭュリテや情報リテラシーも㔜要となࡗてࡃる。 
 
いࡎれにしても、これまでの常識とは異なることも多ࠎあるୡ界であるので、学⏕の人材育

ᡂを⾜࠺教ဨの育ᡂから見┤す必要があるとᛮわれる。୍⯡♫ᅋ法人日本デープラーニ

ング༠が実している㈨᱁ヨ㦂にᑐᛂした教育ෆᐜもཧ考にすることもでࡁるとᛮわれ

る。 
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2019 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

Society5.0 実現のための IT 技術者養成モデルカリキュラム開発と実証事業 

 

■実施委員会  

◎ 船山 世界 日本電子専門学校 校長 
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 平井 利明 静岡福祉大学 特任教授 

 木田 徳彦 株式会社インフォテックサーブ 代表取締役 

 渡辺 登 合同会社ワタナベ技研 代表社員 

 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役 

 冨田 慎一郎 株式会社ウチダ人材開発センタ 常務取締役 

 

■調査委員会 

◎ 大川 晃一 日本電子専門学校 エンジニア教育部長 

／ケータイ・アプリケーション科科長 

 菊嶋 正和 株式会社サンライズ・クリエイティブ 代表取締役 

 柴原 健次 合同会社ヘルシーブレイン 代表 CEO 

 上田 あゆ美 株式会社ウチダ人材開発センタ 

   

■人材育成委員会 

◎ 大川 晃一 日本電子専門学校 エンジニア教育部長 

／ケータイ・アプリケーション科科長 

 福田 竜郎 日本電子専門学校 AI システム科 

 阿保 隆徳 東北電子専門学校 学科主任 

 小澤 慎太郎 中央情報大学校 高度情報システム学科 

 神谷 裕之 名古屋工学院専門学校 メディア学部 情報学科 

 北原 聡 麻生情報ビジネス専門学校 校長代行 

 原田 賢一 有限会社ワイズマン 代表取締役 

 柴原 健次 合同会社ヘルシーブレイン 代表 CEO 

 菊嶋 正和 株式会社サンライズ・クリエイティブ 代表取締役 

 

 

 
 

2019 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

Society5.0 実現のための IT 技術者養成モデルカリキュラム開発と実証事業 

 

調査報告書 

 

令和 2 年 2月 
 

学校法人電子学園（日本電子専門学校） 
〒169-8522 東京都新宿区百人町 1-25-4 
TEL 03-3369-9333  FAX 03-3363-7685 

 
    ●本書の内容を無断で転記､掲載することは禁じます。 

3-8_調査報告書_本文.indd   28 2020/02/19   14:37




